
今月の主な内容
  Ｐ2　特集　これで安心！入園までの手続きを紹介します！！
  Ｐ10　集中豪雨による土砂災害や地震など…
　　　　『災害への備え』あなたは できていますか

Ｐ12　第15回市町対抗駅伝
Ｐ14　秋のイベント特集
Ｐ22　軽自動車税が変わります
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特集

　

少
子
化
の
進
行
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立
の
難
し
さ
、
待
機
児
童
問
題
、
子
育
て

で
の
孤
立
感
や
負
担
の
増
加
、
子
育
て
支
援
の
質
・
量
の
不
足
な
ど
、
子
ど
も
や

子
育
て
を
取
り
巻
く
課
題
が
増
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
、
こ
の
子
育
て
支
援
の
新
制
度
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
幼
児
期
の

学
校
教
育
や
保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
の
量
の
拡
充
や
質
の
向
上
を
進
め
て
い

く
こ
と
に
な
り
、
幼
児
教
育
、
保
育
、
地
域
の
子
ど
も
、
子
育
て
支
援
を
総
合
的

に
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。

　

新
制
度
で
は
、
認
定
制
度
な
ど
今
ま
で
と
少

し
違
っ
た
手
続
き
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
、

お
手
数
を
お
掛
け
し
ま
す
。
こ
こ
で
掲
載
す
る

情
報
で
、
手
続
き
や
制
度
の
仕
組
み
な
ど
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

ど
の
家
庭
で
も
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、

園
に
通
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
健

や
か
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

こども課統括園長
袴
はかまだ

田 政
ま さ こ

子

新しいポイント！認定制度

内容 対象 入園の条件 申込み

幼稚園
小学校以降の教育の
基礎を作る幼児期の
学校

幼児教育を希望する
3 歳～小学校就学前
の幼児

3歳～小学校就学前
の幼児

こども課
各支所
各園

保育園

児童を家庭で保育で
きない場合に、保護
者に代わって保育す
る児童福祉施設

0 歳～小学校就学前
の乳幼児（園により
異なる）

保護者が就労などで
家庭で保育できない
場合

こども課
各支所
各園

認定こども園

教育と保育を一体的
に行ない、幼稚園と
保育園の機能を併せ
持つ施設（3歳以上
は保護者の就労状況
に関係なく入園可）

0 歳～小学校就学前
の乳幼児（園により
異なる）

○ 3～ 5歳児で幼児
　教育を希望する場合
○ 0～５歳児で保護
　者が就労などのた
　め家庭で保育でき
　ない場合

こども課
各支所
各園

　新制度では、保護者が幼稚園、保育園、認定こども園の施設を利用するために、認定の申請をして
いただく必要があります。申請内容によって、市が以下の 3 つの認定を行ないます。幼児教育を希望
する場合と保育を希望する場合で申し込み時期が異なりますので、ご注意ください。

認定区分 対象者 利用先

1 号認定 お子さんが 3 歳以上で、保育の必要性
がない場合

幼稚園、認定こども園（幼児教育のみ
希望）

2 号認定 お子さんが 3 歳以上で、就労などの
『保育が必要な事由』に該当する場合 保育園、認定こども園（保育部分希望）

3 号認定 お子さんが 3 歳未満で、就労などの
『保育が必要な事由』に該当する場合 保育園、認定こども園（保育部分希望）

○就労
○妊娠・出産
○保護者の疾病・障がい
○同居または長期間入院などをしている親族の

介護・看護
○災害復旧
○求職活動

○就学
○虐待や DV の恐れがあること
○育児休業取得中に、既に保育を利用している子

どもがいて継続利用が必要と市が認めた場合
○その他これらに類すると市が認める場合
※同居の親族が子どもを保育することができる場

合、利用の優先度が調整されることがあります。

な
ぜ
新
制
度
が
で
き
た
の
？
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保育が必要な事由

こ
れ
で
安
心
！

入
園
ま
で
の
手
続
き
を
ご
紹
介
し
ま
す
!!

問
合
せ
／
こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

●特集／これで安心！入園までの手続きをご紹介します !!

おさらい！幼稚園・保育園・認定こども園の違い

それでは、入園までの手続きをフローチャートで確認しましょう！

　
平
成
27
年
4
月
か
ら
、『
伊
豆
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
』
が
始
ま
り
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
国
が
大
枠
を
考
え
、
地
域
ご
と
の
幼
児
教
育
と
保
育
の
実
情

を
知
る
市
町
村
が
具
体
的
な
取
り
組
み
を
行
な
う
も
の
で
、
保
育
園
な
ど
の
小
学

校
就
学
前
の
施
設
に
入
園
す
る
た
め
の
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
新
制
度
に
か
か
る
入
園
ま
で
の
手
続
き
を
紹
介
し
ま
す
。
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幼児教育を希望する
飯塚さんの場合

保育を希望する
鈴木さんの場合

2 号認定

3 号認定

入園申し込み

入園申し込み

1 号認定
　時期は未定で
すが、認定申請
書を提出してい
ただきます。

　市が、園の定員の
状況や小学校区など
に応じて、入園の調
整を行なうことがあ
ります。

選　考

　市が、園の定員
の状況や小学校区、
世帯の状況・児童
の状況などの家庭
で保育できない事
情を考慮し、入園
の調整を行なうこ
とがあります。

調　整

面　接

　各園で面接が行なわれ
ます。
※集団保育という観点か

ら、医療行為が必要な
場合など、子どもの状
況によっては、入園を
お断りする場合もあり
ます。

入園申込書の
受け取り

　入園申込書（願書）
をこども課、各支所、
各園で配布します。
配布開始 /
11 月 25 日（火）～

　入園を希望する幼稚
園または認定こども園
を決め、申し込みをし
ます。こども課、各支所、
各園のいずれかに提出
してください。
申込期間／
12 月 1 日（月）～

25 日（木）

2
月

1
月

12
月

11
月

入
園
ま
で
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト

入
園
に
は
、
幼
児
教
育
を
希
望
す
る
場
合
と
保
育
を
希
望
す
る

場
合
の
大
き
く
分
け
て
2
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
で
、
自
分
が
ど
の
タ
イ
プ
で
、
ど
う
い
っ
た

手
続
き
が
必
要
な
の
か
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●特集／これで安心！入園までの手続きをご紹介します !!

　入園を希望する保
育または認定こども
園（第 3 希望まで）
を決め、申し込みを
します。入園申込書
は、認定証に同封さ
れています。こども
課、各支所、各園に
のいずれかに提出し
てください。
申込期間／
12 月 1 日（月）～

25 日（木）

お子さんが3 歳未満

お子さんが3 歳以上

入園決定
　面接により、受け
入れが認められて、
入園が決定します。
　決定者には、市か
ら内定案内を料金決
定通知書などのお知
らせが届きます。

入　

園

入　

園
入園決定

　面接により、受け
入れが認められて、
入園が決定します。
　決定者には、市か
ら内定案内と保育料
などのお知らせが届
きます。

行ってらっしゃい

3
月

4
月

行ってらっしゃい

※園によって、面接などの日程が前後することがあります。

保育認定申請
　保育を希望する場合、認定制度で 2
号認定か 3 号認定を受ける必要があり
ます。その認定を受けるために保育が
必要な認定申請をします。
　認定には、P3 の『保育が必要な事
由』に該当していなければなりません。
　申請書は、こども課・各支所・各園で
10月27日（月）から配布しています。
申込期間／
11 月 4 日（火）～ 28 日（金）
※世帯の人数や子どもの年齢で必要書類が

異なります。

※市の審査があります。
申請内容によっては、
ご希望に添えない場合
もあります。



●特集／これで安心！入園までの手続きをご紹介します !!
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認定こども園

◉
入
園
Ｑ
＆
Ａ

◉
市
内
の
幼
稚
園
、
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
を
チ
ェ
ッ
ク
！

在園の場合はどうするの？

保育料などの料金はどうなるの？

市外の保育園などに入園する
場合どうするの？

保育時間に違いがあるのはなぜ？

途中入園はできるの？

保護者が忙しいときに
一時的に預かってくれる？

子どもが病気のときに
預かってくれる？

こ
ど
も
課
長
か
らこども課長

山
やました

下 数
か ず ま

馬

　保育園と認定こども園（保育部分）の保育
時間には、最長 11 時間利用できる『保育標
準時間』と、最長 8 時間利用できる『保育短
時間』の 2 種類があり、保護者の就労などに
よって時間が決まります。

　子どもの体調が悪いけど仕事が休めない、
預かってくれる人もいないときは、有料です
が以下の施設でお預かりします。
■病児保育室（うりぼう）
ところ／伊豆赤十字病院横ベルメゾン 1 階
対象疾患／かぜ、発熱、インフルエンザ、水
ぼうそうなど
持ち物／昼食、おやつ、飲み物、薬など
※できるだけ前日までに申し込みください。
申込み・問合せ／こども課 ☎（72）9864
■病後児保育室（認定こども園あゆのさと）
ところ／認定こども園あゆのさと
対象疾患／病気の回復期にあり、集団保育が
困難な期間（かぜ、消化不良、ぜんそく、骨
折など）
※体温が３８℃以上あるときや感染症のとき

はお預かりできません。
申込み・問合せ／
認定こども園あゆのさと☎（72）1740

　

伊
豆
市
で
は
今
後
、
次
世
代
人
口
を

各
年
齢
２
０
０
人
ま
で
回
復
す
る
こ
と

を
目
標
に
掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
で
は
、
仕
事
と
子
育
て

の
両
立
を
可
能
に
す
る
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り
の
一
つ
と
し
て
、
認
定
こ
ど

も
園
へ
の
移
行
を
進
め
て
い
ま
す
。
認

定
こ
ど
も
園
は
、
保
護
者
の
働
い
て
い

る
環
境
に
か
か
わ
ら
ず
、
ど
の
お
子
さ

ん
も
、
教
育
、
保
育
を
一
緒
に
受
け
ら

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
保
護
者
の
就
労

状
況
が
変
わ
っ
た
場
合
も
、
通
い
慣
れ

た
園
を
継
続
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
就
労
に

つ
い
て
は
、
土
・
日
曜
日
、
夜
間
勤
務

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
子
育
て
に
対

す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

を
目
指
し
、
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　在園のお子さんの場合、園を通じてお知ら
せをします。

　新制度にかかる保育料や幼稚園の料金は、
現在、検討中です。決まり次第、お知らせし
ます。

　こども課に連絡し、12 月 1 日（月）から
5 日（金）までに必要書類を提出してください。

　こども課または各支所にある『保育認定申
請書』『入園申込み書』を取りに来てください。
　原則として、1 日付けの入園です。

　子どもを一時的に預けたいときに、認定こども
園などに、一時保育を利用することができます。
　フルタイムではなく、週に何日か継続的に
働いている場合でも利用することができます。
　申し込みや問い合わせは、急用の場合以外
は、日程に余裕を持って各園に直接連絡して
ください。公立園の場合は、『一時保育申請書』
が必要です。週 3 日以内での利用となります。
利用できる園／修善寺保育園、熊坂こども園、
修善寺東こども園、土肥こども園、さくらこ
ども園、認定こども園あゆのさと

受け入れ年齢 ところ 問合せ
狩野幼稚園 ３歳～ 青羽根 65-1 ☎（87）0800

湯ケ島幼稚園 ３歳～ 湯ケ島 161-1 ☎（85）0406

受け入れ年齢 ところ 問合せ
橘保育園 3 歳～ 上白岩 784 ☎（83）0203

受け入れ年齢 ところ 問合せ

土肥こども園 保育：1 歳～
教育：3 歳～ 土肥 665-26 ☎（98）0228

受け入れ年齢 ところ 問合せ
しゃくなげ保育園 1 歳～ 月ケ瀬 406 ☎（85）2209

修善寺保育園 8 カ月～ 修善寺 3230-6 ☎（72）1748

受け入れ年齢 ところ 問合せ

熊坂こども園 保育：1 歳～
教育：3 歳～ 熊坂 426 ☎（72）1741

修善寺東こども園 保育：1 歳～
教育：3 歳～ 加殿 72-1 ☎（72）1404

さくらこども園 保育：1 歳～
教育：3 歳～ 八幡 521 ☎（83）0132

認定こども園
あゆのさと（私立）

保育：2 カ月～
教育：3 歳～ 柏久保 1309 ☎（72）1740

〇教育標準時間／ 8 時 30 分～ 14 時
〇預かり保育／～ 18 時

〇保育短時間／ 8 時～ 16 時
　延長保育／～ 18 時 30 分

〇保育標準時間／ 7 時～ 18 時
　延長保育／～ 18 時 30 分

〇保育短時間／ 8 時 30 分～ 16 時
　延長保育／～ 18 時

〇保育標準時間／ 7 時 30 分～ 18 時

■幼児教育部分
〇教育標準時間／ 8 時 30 分～ 14 時
〇預かり保育／～ 18 時

■保育部分
〇保育短時間／ 8 時～ 16 時
　延長保育／～ 18 時 30 分
〇保育標準時間／ 7 時～ 18 時
　延長保育／～ 18 時 30 分

■幼児教育部分
〇教育標準時間／ 8 時 30 分～ 14 時
〇預かり保育／～ 18 時

■保育部分
〇保育短時間／ 8 時～ 16 時
　延長保育／～ 18 時
〇保育標準時間／7時30分～18時

保　育　園

幼　稚　園

　

市
内
に
は
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、
認
定
こ
ど
も
園
が
10
施
設
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
お
子
さ
ん
を
預
か
る
時
間
や

受
け
入
れ
年
齢
な
ど
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※橘保育園は、申し込みの状況によっては、休園する場合があります。
※熊坂保育園と修善寺東保育園は、平成 27 年度から『認定こども園』になる予定です。



11
月
は

児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
た
め
ら
わ
ず

　
知
ら
せ
て
つ
な
ぐ

　
命
の
輪

児
童
虐
待
と
は
？

〇
身
体
的
虐
待
…
な
ぐ
る
、
け
る
、
た
た

く
、
投
げ
落
と
す
、
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
、

お
ぼ
れ
さ
せ
る　

な
ど

〇
性
的
虐
待
…
子
ど
も
へ
の
性
的
行
為
、

性
的
行
為
を
見
せ
る　

な
ど

〇
ネ
グ
レ
ク
ト
…
家
に
閉
じ
込
め
る
、
食

事
を
与
え
な
い
、
ひ
ど
く
不
潔
に
す
る
、

自
動
車
の
中
に
放
置
す
る　

な
ど

〇
心
理
的
虐
待
…
言
葉
で
脅
す
、
無
視
す

る
、
き
ょ
う
だ
い
間
で
差
別
的
扱
い
を

す
る
、
子
ど
も
の
前
で
家
族
に
暴
力
を

振
る
う　

な
ど

子
育
て
を
み
ん
な
で
見
守
り
ま
し
ょ
う

　
「
子
ど
も
の
泣
き
声
が
頻
繁
に
聞
こ
え

る
」、「
不
自
然
な
け
が
を
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

し
て
い
る
」、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
も
し
か
し
た

ら
、
あ
な
た
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
虐
待
が

起
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

あ
な
た
か
ら
の
連
絡
が
、
子
ど
も
を
虐

待
か
ら
守
る
た
め
の
一
歩
と
な
り
ま
す
。

何
か
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の

ま
ま
に
せ
ず
専
門
機
関
に
相
談
（
通
告
）

し
て
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
の
そ
の
行
動
が
、

子
ど
も
や
そ
の
保
護
者
を
救
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

連
絡
、
相
談
は
匿
名
で
行
な
う
こ
と
も

で
き
、
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
連
絡
者
や
内
容
に
関
す
る

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

子
育
て
の
悩
み
を
一
人
で
抱
え
な
い
で

　

子
育
て
は
思
う
よ
う
に
い
か
な
い
も
の
。

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
を
一
人
で
抱
え

込
ん
で
い
た
ら
、
ス
ト
レ
ス
は
膨
ら
む
ば

か
り
で
す
。
話
す
だ
け
で
も
気
持
ち
が
軽

く
な
っ
た
り
、
冷
静
に
な
れ
た
り
解
決
策

が
思
い
浮
か
ぶ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
抱
え

て
い
る
不
安
や
悩
み
は
、
勇
気
を
出
し
て

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
あ
な
た
は
決
し

て
、
一
人
で
は
な
い
の
で
す
か
ら
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
カ
条

１
．「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず

に
連
絡
を
（
通
告
は
義
務
で
す
）

２
．「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

（
子
ど
も
の
立
場
で
判
断
）

３
．
一
人
で
抱
え
込
ま
な
い

　
（
あ
な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
即
実
行
）

４
．
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

　
（
子
ど
も
の
命
が
最
優
先
）

５
．
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り

得
る
（
特
別
な
こ
と
で
は
な
い
）

あなたの連絡・相談が
子どもや子育てに悩む保護者を
救う大きな一歩となります

≪問合せ≫
　〇静岡県東部児童相談所
　　☎ 055（920）2085
　〇こども課☎（72）9870
　〇児童相談所全国共通ダイヤル
　　☎ 0570（064）000

狩猟とは？
　狩猟期間に狩猟のできる区域で、定められた猟法

（網、わな、銃）により、定められた鳥獣の捕獲をす
ることです。狩猟するには、狩猟免許を取得後、狩
猟したい場所の都道府県知事に対して、『狩猟者登録』
をする必要があります。
　通常の狩猟期間は、11 月 15 日から翌年 2 月 15
日までの 3 カ月間ですが、静岡県ではイノシシ、ニ
ホンジカの『わな捕獲』に限り、通常猟期の前後そ
れぞれ２週間延長しています。

狩猟者の皆さんへお願い
　

　狩猟者の皆さんは、次の基本的な心構えを守り、
事故のないよう安全な狩猟に努めましょう。

〇自分自身、同行者、他人を巻き込むような事故を
起こさないように、ルールとマナーを守って、安
全な方法で行なう。

〇狩猟資源の持続的利用が図られるように、自然環
境を保全する。

〇猟欲を抑えて、獲物の数よりも無事故、無違反を
誇りとする。『安全を第一とし、捕獲を優先しない』。

〇わな猟を行なうときは、『標識 ( 名札 ) の設置』、
『適切な設置場所』、『見回りの徹底』を心掛ける。

○銃猟を行なうときは、『矢先の確認』、『獲物の確認』、
『脱砲の励行』、『目立つ服装』、『猟銃・実包・薬類
の適正な管理』を心掛ける。

11 月 1 日 ( 土 ) から平成 27 年 2 月 28 日 ( 土）まで

狩猟が始まります !!
　11 月１日（土）から狩猟期間が始まります。期間は平成 27 年２月
28 日（土）までの４カ月で、このうち銃猟（ライフル銃、散弾銃など）
のできる期間は 11 月 15 日（土）から２月 15 日（日）までです。
　山仕事やハイキングで山に入られる際は、目立つ服装や音の出るものを
身に着けるなど、狩猟者に自分の存在を知らせるよう心掛けてください。

問合せ／農林水産課☎（72）9893

イノシシ、
ニホンジカの

わな猟
（銃による
止めさし可）

イノシシ、
ニホンジカの

わな猟
（銃による
止めさし可）

通常の狩猟期間
狩猟鳥獣すべて

（網漁、わな猟、銃猟）

11/1　　　11/15　　　　　　　　2/15　　　　2/28
❖市内の狩猟スケジュール❖

■
狩
猟
免
許
試
験

と
き
／

平
成
27
年
２
月
15
日
（
日
）

９
時
～
最
長
16
時
ご
ろ

と
こ
ろ
／

静
岡
県
富
士
総
合
庁
舎

（
富
士
市
本
市
場
４
４
１
―
１
）

試
験
内
容
／
知
識
試
験
、

適
性
検
査
、
技
能
試
験

免
許
の
種
類
／
わ
な
猟
、

第
１
種
銃
猟
、
第
２
種
銃
猟

受
験
要
件
／
20
歳
以
上
の
人

※
免
許
の
種
類
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、
視
力
、
聴
力
、

運
動
能
力
な
ど
の
一
定
の

要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
／

12
月
15
日
（
月
）
～

平
成
27
年
１
月
16
日
（
金
）

申
込
手
数
料
／
５
２
０
０
円

（
法
律
に
よ
り
一
部
免
除
さ

れ
る
場
合
は
３
９
０
０
円
）

申
込
み
・
問
合
せ
／

静
岡
県
東
部
農
林
事
務
所　

森
林
整
備
課

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
１
６
９

■
予
備
講
習
会

　

狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
す

る
た
め
に
必
要
な
知
識
や
、

実
技
を
習
得
す
る
た
め
の
講

習
会
で
す
。

と
き
／

平
成
27
年
１
月
10
日
（
土
）

９
時
50
分
～
16
時

と
こ
ろ
／

静
岡
労
政
会
館
ホ
ー
ル

（
静
岡
市
葵
区
黒
金
町
５
―
１
）

講
習
内
容
／
法
令
講
義
、
鳥

獣
の
知
識
と
判
別
、
模
擬
銃

に
よ
る
点
検
・
分
解
、
操
作
、

わ
な
の
知
識
と
実
技

募
集
人
員
／
先
着
３
０
０
人

申
込
期
間
／
11
月
４
日（
火
）

～ 

12
月
５
日
（
金
）

受
講
費
／
７
５
０
０
円
（
テ

キ
ス
ト
、弁
当
代
な
ど
含
む
）

主
催
／

（
社
）
静
岡
県
猟
友
会

申
込
み
・
問
合
せ
／

静
岡
県
猟
友
会

☎
０
５
４
（
２
５
３
）
６
４
２
７

※
受
付
時
間
は
平
日
９
時
か

ら
16
時
と
な
っ
て
い
ま
す
。

狩
猟
に
関
す
る

免
許
試
験
・
講
習
会
の
お
知
ら
せ
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昨
年
６
月
に
公
表
さ
れ
た
『
静

岡
県
第
４
次
地
震
被
害
想
定
』
を

踏
ま
え
、
地
域
で
想
定
さ
れ
る
被

害
を
再
確
認
し
、
防
災
活
動
の
原

点
に
立
ち
返
り
、
自
ら
の
命
を
守

る
『
自
助
』
と
自
ら
の
地
域
を
守

る
『
共
助
』
の
取
り
組
み
を
総
点

検
し
ま
し
ょ
う
。

と
き
／
12
月
７
日
（
日
）

※
時
間
は
、
各
自
主
防
災
組
織
で

調
整
し
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
、
年
末
ク
リ
ー
ン
作
戦

も
行
な
わ
れ
ま
す
。

想
定
／
12
月
７
日
（
日
）、
９
時

に
駿
河
ト
ラ
フ
か
ら
南
海
ト
ラ
フ

を
震
源
域
と
す
る
大
規
模
地
震
が

突
然
発
生
し
、
県
内
各
地
で
震
度

７
～
６
弱
以
上
を
観
測
、
県
下
全

域
で
著
し
い
被
害
が
発
生
し
た
。

重
点
項
目
／

①
『
自
助
』
自
分
で
で
き
る
こ
と

　

地
域
で
起
こ
り
得
る
被
害
を

考
え
、
自
ら
の
命
を
守
る
『
自

助
』
の
た
め
に
と
る
べ
き
行
動
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
庭
内
の
危
険
を
認
識
し
、
地

震
が
発
生
し
た
際
、
支
援
を
受

け
る
必
要
が
な
い
よ
う
住
宅

の
耐
震
補
強
、
家
具
の
固
定
に

努
め
る
。

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
土
砂
災

害
の
想
定
な
ど
、
地
域
で
起
こ

り
得
る
被
害
を
確
認
す
る
。

○
沿
岸
部
で
は
、
津
波
か
ら
自
ら

の
命
を
守
る
た
め
の
避
難
行

動
を
検
証
す
る
。

②
『
共
助
』
地
域
で
で
き
る
こ
と

　

地
域
で
で
き
る
『
共
助
』
を
確

認
し
、
地
震
発
生
時
の
被
害
を
軽

減
し
ま
し
ょ
う
。

○
平
日
・
休
日
、
昼
間
・
夜
間
の

地
域
防
災
力
を
確
認
し
、
中
・

高
校
生
な
ど
若
年
層
が
参
加

で
き
る
訓
練
を
実
施
す
る
。

○
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど

災
害
時
要
援
護
者
に
つ
い
て
、

地
域
で
の
安
否
確
認
、
避
難
支

援
な
ど
の
体
制
を
確
認
す
る
。

○
津
波
避
難
訓
練
で
は
、
津
波
避

難
台
帳
を
活
用
し
、
住
民
の
安

否
確
認
を
実
施
す
る
。

○
事
業
所
な
ど
が
有
す
る
防
災
資

源
を
確
認
し
、
地
域
と
事
業
所

と
の
協
力
体
制
を
構
築
す
る
。

○
避
難
生
活
な
ど
を
想
定
し
、
災

害
発
生
に
備
え
行
動
す
る
。

○
あ
ら
か
じ
め
避
難
所
生
活
の

体
験
訓
練
を
実
施
し
、
必
要
な

物
資
な
ど
の
点
検
・
備
蓄
行
動

に
つ
な
げ
る
。

○
支
援
を
必
要
と
す
る
自
宅
避

難
者
に
対
し
て
地
域
自
ら
が

必
要
な
情
報
や
食
料
、
生
活
必

需
品
を
伝
達
・
支
援
す
る
体
制

を
構
築
す
る
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
エ
リ
ア
メ
ー

ル
）
を
配
信
し
ま
す
！

　

12
月
7
日
（
日
）
９
時
（
地
域

防
災
訓
練
開
始
時
）
に
、
携
帯
電

話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
一
斉
に

鳴
り
ま
す
！

　

マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で
も
携
帯
電

話
が
鳴
動
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
鳴
動
に
よ
り
不
都
合
が

あ
る
人
は
、
９
時
前
に
電
源
を
オ

フ
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

同
報
無
線
放
送
は
、
屋
外
の
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
流
れ
る
た
め
、
内

容
が
聞
き
取
り
に
く
い
な
ど
の

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
解
消

策
の
一
つ
と
し
て
、
防
災
ラ
ジ
オ

を
有
償
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

防
災
ラ
ジ
オ
と
は
／
Ｆ
Ｍ
・
Ａ
Ｍ

放
送
の
ほ
か
に
、
緊
急
時
な
ど
に

放
送
さ
れ
る
同
報
無
線
放
送
を
、

強
制
的
に
割
り
込
み
受
信
す
る

こ
と
が
で
き
る
ラ
ジ
オ
で
す
。

自
己
負
担
額
／
１
台
千
円

※
申
し
込
み
時
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
（
１
世
帯
１
台
ま
で
）。

注
意
事
項
／

〇
同
報
無
線
戸
別
受
信
機
が
設

置
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
、
配
布

対
象
外
で
す
（
戸
別
受
信
機
が

故
障
し
て
い
る
場
合
は
除
く
）。

〇
受
信
状
況
が
心
配
な
人
に
は
、

試
験
用
ラ
ジ
オ
を
お
貸
し
し

ま
す
の
で
、
地
域
づ
く
り
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
／
地
域
づ
く
り
課
ま

た
は
各
支
所
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課

☎
（
72
）
９
８
６
７

　

日
本
は
、
世
界
第
３
位
の
年

間
降
水
量
を
誇
る
国
で
す
。
台
風

や
発
達
し
た
前
線
に
よ
る
大
雨
は
、

山
の
地
盤
を
緩
ま
せ
、
さ
ま
ざ
ま

な
土
砂
災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

　

伊
豆
市
に
は
多
く
の
山
や
川
が

あ
り
、
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
が

高
い
地
域
も
多
く
存
在
し
ま
す
。

集
中
豪
雨
や
長
引
く
雨
が
降
っ
た

と
き
に
は
、『
前
兆
現
象
』
に
注

意
し
、
早
め
の
避
難
が
で
き
る
よ

う
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
が
け
崩
れ
の
前
兆
現
象

○
が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

○
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と
落
ち
て

く
る
。

○
地
鳴
り
が
す
る
。

■
土
石
流
の
前
兆
現
象

○
山
鳴
り
が
す
る
。

○
急
に
川
の
水
が
濁
り
、
流
木
が

混
ざ
り
始
め
る
。

○
降
雨
が
続
く
の
に
川
の
水
位

が
下
が
る
。

■
地
す
べ
り
の
前
兆
現
象

○
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

○
が
け
や
斜
面
か
ら
水
が
噴
き

出
す
。

○
地
鳴
り
・
山
鳴
り
が
す
る
。

■
危
険
区
域
を
確
認
し
よ
う
！

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ

ペ
ー
ジ
に
あ
る
『
土
砂
災
害
（
特

別
）
警
戒
区
域
指
定
状
況
』
バ

ナ
ー
か
ら
、
静
岡

県
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
伊
豆
市

の
警
戒
区
域
を

見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　集中豪雨による土砂災害や地震など…『災害への備え』

あなたは できていますか

台風 18 号による狩野川増水の様子
（10 月 6 日（月）、本庁から撮影）

　

突
発
的
な
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
や
、
い
つ
起
こ
る

か
分
か
ら
な
い
大
地
震
な
ど
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

常
に
『
災
害
』
の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。『
い
ざ
と
い

う
と
き
』
に
、
自
分
や
大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
、
日
ご

ろ
か
ら
『
災
害
』
へ
備
え
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
そ
の
備
え
の
一
助
と
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

土
砂
災
害
や
防
災
訓
練
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
／
地
域
づ
く
り
課
☎
（
72
）
９
８
６
７

大
雨
に
よ
る
「
土
砂
災
害
」
に
ご
注
意
を
！▲土砂の流れる方向に対し

て直角に避難しましょう
▲このバナーが目印です

災
害
時
は
情
報
が
命
！

　

防
災
ラ
ジ
オ
を
有
償
で

　

配
布
し
ま
す

　市民の皆さんもより一層の火災予防に
ご協力ください。
期間／ 11 月９日（日）～ 15 日（土）
重点目標／
○住宅防火対策の推進
○放火などの火災予防対策の推進
○住宅用火災警報器の設置促進
消防団の行事予定／
○夜警巡視
○サイレン吹鳴（期間中 20 時）
○各方面隊で防火パレード
○秋季演習の実施（11 月９日（日））
○各方面隊・分団模擬火災訓練
問合せ／地域づくり課☎（72）９８６７

伊豆市消防団
秋季火災予防運動

12
月
の
第
１
日
曜
日
は
『
地
域
防
災
の
日
』

　

12
／
7
（
日
）
地
域
防
災
訓
練
に
参
加
を
!!

　
　
　

～
自
ら
を 

守
る
力
が 

地
域
を
守
る 

み
ん
な
で
築
こ
う 

確
か
な
絆
き
ず
な

～
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しずおか
市町対抗駅伝
12 月6日（土）10 時

県庁本館前をスタート !!

ゼ
ッ
ケ
ン
ナ
ン
バ
ー
『
４
』
に
注
目
！

　

11
区
間
、
42
・
１
９
５
㎞
の
コ
ー
ス
を
県
内
の
市
町
39

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

今
年
も
よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、

修
善
寺
、
中
伊
豆
、
天
城
湯
ケ
島
、
土
肥
の
４
地
区
で
の

練
習
会
や
伊
豆
総
合
高
等
学
校
で
の
全
体
練
習
を
積
ん
で

い
ま
す
。
伊
豆
市
の
ゼ
ッ
ケ
ン
ナ
ン
バ
ー
は
『
４
』
で
す
。

伊
豆
市
代
表
チ
ー
ム
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
！

と
き
／
12
月
６
日
（
土
）
10
時
～

　
　
　

静
岡
県
庁
本
館
前
を
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ
／
静
岡
県
庁
～
草
薙
陸
上
競
技
場

　
　
　
　
（
静
岡
市
内
11
区
間
）

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
／

　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ　

９
時
30
分
～
12
時
50
分

　

Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ　

９
時
45
分
～
13
時　
　

応
援
マ
ッ
プ
を
片
手
に
会
場
で
応
援
し
よ
う
！▲コースや観戦・撮影ポイントなどが掲載されている

『応援マップ』を本庁、各支所、修善寺体育館で配布し
ています。

区間 距離 走者
第 1 区 3.974km ジュニアＡ（女子）
第 2 区 1.848km 小学生（男子）
第 3 区 1.469km 小学生（女子）
第 4 区 3.549km 一般（女子）
第 5 区 6.478km ジュニアＡ（男子）

第 6 区 4.288km 40 歳以上
（男女不問）

第 7 区 3.564km 中学生（男子）
第 8 区 3.02km 中学生（女子）
第 9 区 4.67km ジュニアＢ（女子）

第 10 区 4.31km ジュニアＢ（男子）
第 11 区 5.025km 一般（男子）

合計 42.195km

第15回
選手紹介

内
う ち だ

田 源
げ ん た

太
（中伊豆小 6 年）

（天城中 2 年）

（三島南高 1 年）

（修善寺） （修善寺） （湯ケ島出身）（中原戸出身） （徳永）

（日大三島高 3 年） （韮山高 1 年） （伊豆総合高 2 年） （立命館大 1 年）

（修善寺中 2 年） （天城中 2 年） （中伊豆中 1 年） （三島南高 2 年）

（中伊豆小 5 年） （中伊豆小 6 年） （修善寺中 3 年）（修善寺小 5 年）

大
おおかわ

川 歩
あ ゆ む

夢

豊
と よ だ

田 颯
は や と

人

梅
うめはら

原 克
かつよし

佳

梅
うめはら

原 巧
たくみ

鈴
す ず き

木 将
ま さ き

己

永
ながぬま

沼 美
み な こ

南子

太
お お た

田 裕
ゆ う こ

子

小
こ い で

出 芽
め い

生

堀
ほ り え

江 渚
な ぎ さ

沙 

荻
おぎしま

島 彩
あや

内
う ち だ

田 綾
あ や の

乃

浅
あ さ だ

田 麻
ま な

奈

内
う ち だ

田  桃
も も か

花

村
む ら た

田 汐
し お り

李

浅
あ さ だ

田 勝
か つ み

美

豊
と よ だ

田 哲
さ と し

志

杉
すぎむら

村 将
まさたけ

岳 

日
ひ よ し

吉 遼
りょう

 

本
ほ ん だ

多 雄
ゆういちろう

一郎

　全力で力いっぱい
走ります。

　１秒でも速く、たす
きをつなぎます。頑張
ります !!

　自分の力を信じて
走ります。

　走る時は一生懸命！

　初めての挑戦。絶
対に 10 位以内に
入ってやるぞ！

　担当の区間を、全
力で自分のペースで
走り抜きます。

　チームのために精
いっぱい走ります。

自分の限界に挑戦し、
ベストタイムで走り
ます。

　自己ベストが出せ
るよう全力で走り抜
きます。

　最大限の力で走り
抜きます。

　今の自分の力を出
し切ります！

　どこにいても伊豆
らしく笑顔で頑張り
ます！

　全力で走り切りま
す。去年よりも良い
記録を！

　10 番台に入るた
めに全力で貢献した
いです！

　練習の成果を発揮
し、最後まで走り切
ります！

　1 つでも順位を上
げて、次の選手につ
なぎたいです。

　自己ベストを目指
して頑張ります。

　伊豆市に貢献で
きるように頑張り
ます。

　市の代表として、
ふさわしい走りをし
ます。

　大会当日まで全力
で盛り上げていきます。

監督／亀山 雅彦　ヘッドコーチ／酒井 隼人
コーチ／荻島 政人、高木 亮輔、大川 直樹、勝呂 和也、平澤 克哉、
渡邊 智也、黒石 誠、齋藤 亮、三須 藍、森 裕介

2014. 1113 2014. 11 12

静岡駅

草薙駅

東静岡駅

清水駅麻機街道

長谷通り

流通センター通り

東名高速道路

興津駅＊ コース紹介 ＊

第1・2中継所第1・2中継所
（駿府城公園内）（駿府城公園内）

第3中継所第3中継所
（西草深町東交差点）（西草深町東交差点）

第4中継所第4中継所
（JAあさはた支店）（JAあさはた支店）

第5中継所第5中継所
（西濃運輸）（西濃運輸）

第6中継所第6中継所
（清水六中）（清水六中）

第7中継所第7中継所
（神師生涯学習交流館）（神師生涯学習交流館）

第8中継所第8中継所
（清水清見潟公園）（清水清見潟公園）

第9中継所第9中継所
（清水区役所）（清水区役所）

第10中継所第10中継所
（清水七中）（清水七中）

ゴールゴール
先頭走者到着

予想時間12時9分
（草薙陸上競技場）

先頭走者到着
予想時間12時9分
（草薙陸上競技場）

スタートスタート
午前10時（県庁本館前）午前10時（県庁本館前）

国道１号静清バイパス

南幹線

1



秋のイベ ント情報

　　　　　　　　　　　　　　　　　
　

　

　
　　　　　　　　　　　　　芸術の秋　食欲の秋　　　　読書の秋　スポーツの秋

11月
は

み
ん
な
で

お
出
掛
け

秋
に
は

お
い
し
い

食
べ
物
が

い
っ
ぱ
い
！

天
城
越
え 

紅
葉
ま
つ
り

み
ん
な
集
ま
れ
！
秋
の
味
覚
が
大
集
合

Ｔ
ｈ
ｉ
ｓ 

伊
豆 

収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
伊
豆

～
市
制
施
行
10
周
年
記
念
祭
～

　

伊
豆
市
の
秋
の
味
覚
の
見
本
市
『
Ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
伊
豆
収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ
ま
つ
り
伊
豆
～
市
制
施
行
10
周
年
記

念
祭
』
を
、
今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
開
催
し
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の
農
産
物
品
評
会
と
即
売
会
に
加
え
、
市
制
施
行
10
周
年
記
念
大
抽
選
会
と
Ｊ
Ａ
農
産
物
大

抽
選
会
、
も
ち
投
げ
（
２
回
）
や
被
災
地
応
援
フ
ェ
ア
と
し
て
山
海
な
べ
も
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。
友
好

都
市
の
平
塚
市
を
は
じ
め
、
市
内
外
の
味
覚
を
集
め
た
出
店
ブ
ー
ス
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎(

72)

９
８
９
４　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

Ｊ
Ａ
伊
豆
の
国
修
善
寺
営
農
セ
ン
タ
ー
☎(

72)

４
４
６
１

と
き
／

11
月
23
日
（
日
・
祝
）
９
時
～
14
時

※
雨
天
決
行

と
こ
ろ
／

天
城
ふ
る
さ
と
広
場
（
天
城
ド
ー

ム
を
メ
イ
ン
会
場
に
そ
の
周
辺
）

内
容
／

■
天
城
ド
ー
ム
内

○
市
制
施
行
10
周
年
記
念
大
抽
選

会
、
Ｊ
Ａ
農
産
物
大
抽
選
会
、

農
産
物
品
評
会
、
即
売
会

○
各
種
出
店
ブ
ー
ス

○
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

修
善
寺
鼓
響
（
太
鼓
演
奏
）、

w
elina

（
フ
ラ
ダ
ン
ス
）、

シ
ル
バ
ー
フ
ォ
ッ
ク
ス
（
バ
ン

ド
演
奏
）、
Ｉア
イ

Ｚゼ
ッ

Ｕチ
ュ
ー（
歌
）

○
伊
豆
市
産
ブ
ラ
ン
ド
米
愛
称
発

表
会
な
ど

■
天
城
ド
ー
ム
外

○
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

○
交
通
安
全
コ
ー
ナ
ー
（
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
体
験
、

白
バ
イ
・
パ
ト
カ
ー
の
展
示
）

○
防
災
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

　
（
起
震
車
、
自
衛
隊
車
両
展
示
）

○
動
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

毎
年
、
駐
車
場
が
満
車
に
な
り

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

台
数
お
よ
び
停
車
場
所
も
増
や
し

て
便
利
に
な
り
ま
し
た
。
ご
来
場

は
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
運
行
時
間
な
ど
詳
細
は
、11
月

22
日（
土
）の
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。な
お
、本

庁
、各
支
所
、図
書
館
、観
光
施

設
な
ど
に
も
備
え
置
き
ま
す
。

▲屋外の出店ブース

▲大抽選会▲もち投げ▲フリーマーケット

　
『
天
城
越
え
紅
葉
ま
つ
り
』
を
左
記
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

ま
た
、
伊
豆
半
島
ジ
オ
パ
ー
ク
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
開
催

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
昭
和
の
森
会
館
☎
（
85
）
１
１
１
０

　

観
光
協
会
天
城
支
部
☎
（
85
）
１
０
５
６

■
昭
和
の
森
会
館

と
き
／

11
月
1
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）

8
時
30
分
～
16
時
30
分

内
容
／

〇
伊
豆
近
代
文
学
博
物
館
の
入
館

者
に
お
茶
と
お
茶
菓
子
を
サ
ー

ビ
ス
（
市
民
入
館
無
料
）

〇
紅
葉
ま
つ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

に
参
加
し
て
、
特
産
ワ
サ
ビ
加

工
品
を
ゲ
ッ
ト
！

【
天
城
連
峰
太
鼓
演
奏
会
】

と
き
／
11
月
23
日
（
日
・
祝
）

11
時
、
14
時
（
2
回
開
催
）

【
農
作
物
直
売
】

と
き
／

11
月
15
日
（
土
）・
16
日
（
日
）

■
天
城
山
隧
道

と
き
／

11
月
1
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）

の
土
・
日
・
月
曜
日

11
時
～
14
時
（
雨
天
中
止
）

内
容
／
『
伊
豆
の
踊
子
』
体
験
記

念
撮
影
、『
提
灯
ウ
ォ
ー
ク
』、
シ
シ

汁
サ
ー
ビ
ス
（
1
日
・
22
日
・
23

日
限
定
先
着
１
０
０
人
）

■
ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
イ
ベ
ン
ト

【
太
郎
杉
歩
道
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー（
有
料
）】

と
き
／

11
月
16
日
（
日
）・
23
日
（
日
・
祝
）

9
時
～
13
時
30
分
（
8
時
30
分
集
合
）

コ
ー
ス
／
昭
和
の
森
会
館
～
滑
沢

渓
谷
～
太
郎
杉
～
竜
姿
の
滝
～
昭

和
の
森
会
館
（
往
復
4
㎞
）

定
員
／
30
人

【
踊
子
歩
道
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
（
有
料
）】

と
き
／
11
月
29
日
（
土
）

9
時
～
14
時
30
分
（
8
時
30
分
集
合
）

コ
ー
ス
／
昭
和
の
森
会
館
～
水
生
地

下
～
旧
天
城
ト
ン
ネ
ル
（
シ
シ
汁
提

供
）
～
二
階
滝
駐
車
場
～
昭
和
の
森

会
館
（
往
復
7
・
5
㎞
）

※
二
階
滝
駐
車
場
か
ら
は
、
路
線

バ
ス
を
使
い
ま
す
の
で
、
バ
ス

代
（
３
４
０
円
）
が
か
か
り
ま
す
。

申
込
み
／
昭
和
の
森
会
館

☎
（
85
）
１
１
１
０

【
伊
豆
文
学
・
ジ
オ
ク
イ
ズ
】

と
き
／
11
月
1
日
（
土
）
～
30
日
（
日
）

と
こ
ろ
／
昭
和
の
森
会
館

内
容
／
10
問
中
8
問
正
解
し
た
人

は
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

11
月
も
盛
り
だ
く
さ
ん

市
制
10
周
年
記
念
冠
事
業

■
市
主
催
行
事

〇
伊
豆
市
未
来
づ
く
り
セ
ッ
シ
ョ
ン

（
全
体
セ
ッ
シ
ョ
ン
）

※
詳
細
は
、
Ｐ
26
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
Ｔ
ｈ
ｉ
ｓ
伊
豆
収
穫
祭
＆
Ｊ
Ａ

ま
つ
り
伊
豆
～
市
制
施
行
10
周

年
記
念
祭
～

※
詳
細
は
、
Ｐ
14
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
２
０
１
４
伊
豆
市
子
ど
も
読
書

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

※
詳
細
は
、
Ｐ
25
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
民
間
団
体
主
催
事
業

〇
本
立
野
区
城
山
神
社
三さ
ん

番ば

叟そ
う

と
き
／

11
月
2
日
（
日
）・
3
日
（
月
・
祝
）

と
こ
ろ
／
城
山
神
社

問
合
せ
／
本
立
野
区
酒
井
区
長

☎
（
72
）
２
７
１
５

〇
奉
納
三
番
叟

と
き
／
11
月
3
日
（
月
・
祝
）

と
こ
ろ
／

柏
久
保
一
之
宮
神
社
い
こ
い
の
家

問
合
せ
／

柏
久
保
三
番
叟
保
存
会
（
山
田
）

☎
（
72
）
３
０
７
８

〇
伊
豆
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
10
周
年
記
念
＆
『
ま
す
ま

す
盛
春
農
園
』
収
穫
祭

※
詳
細
は
、
み
ん
な
の
掲
示
板
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

〇
伊
豆
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
創
立

　

10
周
年
記
念
大
会

と
き
／

11
月
16
日
（
日
）
8
時
～
17
時

と
こ
ろ
／
中
伊
豆
ワ
イ
ナ
リ
ー
ヒ

ル
ズ
内
サ
ッ
カ
ー
場

問
合
せ
／

伊
豆
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
（
星
谷
）

☎
０
９
０
（
６
０
８
０
）
４
７
３
０

〇
狩
野
城
祭
り

と
き
／
11
月
16
日
（
日
）

10
時
～
14
時
（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ
／
本
柿
木
農
村
公
園

問
合
せ
／
狩
野
城
の
会
（
稲
村
）

☎
０
９
０
（
６
０
８
９
）
４
４
５
１

〇
本
立
野
区
文
化
祭

と
き
／

11
月
23
日
（
日
・
祝
）
9
時
～
16
時

と
こ
ろ
／
本
立
野
区
公
民
館

問
合
せ
／
本
立
野
区
酒
井
区
長

☎
（
72
）
２
７
１
５

〇
伊
豆
市
文
化
協
会
ロ
ビ
ー
コ
ン

サ
ー
ト

と
き
／
12
月
6
日
（
土
）

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

問
合
せ
／
伊
豆
市
文
化
協
会

☎
（
83
）
５
４
７
８

〇
と
い
山
海
フ
ェ
ア

※
詳
細
は
、
み
ん
な
の
掲
示
板
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※写真は、昨年度の『This 伊豆収穫祭＆ JA まつり伊豆』で撮影したものです。
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大
型
の
絵
本
を
置
け
る
よ
う
に

▲本棚を修善寺図書館長へ引き渡す伊豆総合高等学校の生徒

　

10
月
10
日（
金
）、県
立
伊
豆
総
合
高
等
学
校
建
築

工
学
科
３
年
生
と
修
善
寺
図
書
館
の
共
同
製
作
に
よ

る
大
型
絵
本
専
用
の
本
棚
が
、修
善
寺
図
書
館
に
引

き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
棚
は
、子
ど
も
た
ち
が
利
用
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
、触
っ
て
も
危
な
く
な
い
よ
う
、角
を
丸
く
す
る
な

ど
丁
寧
に
作
ら
れ
て
ま
す
。こ
れ
ま
で
大
型
の
絵
本
は
、

館
内
の
片
隅
に
置
い
て
あ
り
ま
し
た
が
、絵
本
コ
ー

ナ
ー
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

手
作
り
の
本
棚
を
製
作

▲抱負を力強く語る3選手（左から内田さん、伊東さん、西川さん）

全
国
大
会
へ
健
闘
を
誓
う

9
人
制
社
会
人
バ
レ
ー
全
国
大
会

　

10
月
8
日（
水
）、市
役
所
本
庁
で
、『
第
13
回
全
国

社
会
人
9
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
東
ブ
ロ
ッ
ク
男
女
優

勝
大
会
男
子
の
部
』に
出
場
す
る
郷ご
う

球き
ゅ
う

会か
い

に
所
属
す

る
西に
し

川か
わ

千ち

裕ひ
ろ

さ
ん（
牧
之
郷
）、内う
ち

田だ

敏と
し

博ひ
ろ

さ
ん（
中

原
戸
）、伊い

東と
う

竜り
ゅ
う

司じ

さ
ん（
元
村
）が
、全
国
大
会
へ

の
出
場
報
告
を
し
ま
し
た
。

　

報
告
で
は
、西
川
さ
ん
が「
決
勝
へ
進
む
こ
と
を
目

標
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
、市
長
は
、「
優

勝
報
告
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」と
激
励
し
ま
し
た
。

地
元
を
元
気
に
す
る
土
肥
桜

公
園
な
ど
に
『
土
肥
桜
』
を
植
栽

▲桜保護士の指導を受ける参加者

▲光の当たり具合を実際に、目で見て体験

夜
間
の
交
通
安
全
を
学
ぶ

車
を
持
ち
込
み
照
射
実
験
体
験

　

9
月
30
日（
火
）、白
岩
グ
ラ
ウ
ン
ド
で『
照
射
実
験

体
験
』が
行
な
わ
れ
、お
よ
そ
40
人
が
夜
間
で
の
交
通

安
全
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

暗
く
な
っ
て
か
ら
開
始
さ
れ
た
体
験
で
は
、実
際
に

車
を
持
ち
込
み
、交
通
安
全
指
導
員
や
市
職
員
か
ら

ハ
イ
ビ
ー
ム
と
ロ
ー
ビ
ー
ム
、反
射
材
や
服
の
色
で
見

え
方
が
ど
れ
だ
け
違
う
の
か
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。参
加
者
は
、交
通
安
全
に
い
っ
そ
う
気
を
引
き
締

め
て
い
ま
し
た
。

　

10
月
2
日
（
木
）
、若
者
交
流
施
設
９ク

ｉイ

ｚズ

ｕ
で
、

「
平
成
26
年
度
伊
豆
市
未
来
塾
～『
暮
ら
し
た
く
な

る
地
域
』を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
！
～
」が
開
講
し
、第

1
回
の
講
座
に
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は『
定
住
促
進
に
つ
い
て
』で
、第

1
回
に
は
、三
島
市
職
員
の
小こ

嶋じ
ま

敦あ
つ

夫お

さ
ん
を
講
師

に
、『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
』に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

講
座
は
全
7
回
。来
年
2
月
に
は
、市
長
に
定
住
促

進
の
ア
イ
デ
ア
を
提
案
を
す
る
予
定
で
す
。

伊
豆
市
未
来
塾
が
開
講

定
住
促
進
に
つ
い
て
学
ぶ

▲地域ブランドについて講義する小嶋敦夫さん

▲国内の有名選手とともに大会のPRをする『伊豆の踊子』

ア
ジ
ア
最
高
峰
の
大
会

伊
豆
ベ
ロ
ド
ロ
ー
ム
で
開
催
！

　

10
月
3
日（
金
）、平
成
28
年
1
月
に
伊
豆
市
で
開

催
さ
れ
る『
ア
ジ
ア
自
転
車
競
技
選
手
権
大
会
』の
記

者
発
表
会
が
東
京
都
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、『
２
０
１
６
年
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ・

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
』の
参
加
資
格

獲
得
に
向
け
た
重
要
な
大
会
で
、ト
ラ
ッ
ク
競
技
が

伊
豆
ベ
ロ
ド
ロ
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

記
者
発
表
会
に
は『
伊
豆
の
踊
子
』も
訪
れ
、伊
豆

市
で
の
開
催
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

© 産経デジタル Cyclist

10
月
19
日（
日
）、土
肥
の
大
藪
ミ
ニ
公
園
と
港
湾

道
路
沿
い
で『
土
肥
桜
』の
植
栽
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

植
え
ら
れ
た
苗
木
は
33
本
。都
内
在
住
の
関
口
昇
さ

ん
が
、妻
の
故
郷
で
あ
る
土
肥
を
花
で
活
性
化
さ
せ

た
い
と
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。植
栽
に
は
、地
元
の

子
ど
も
会
を
は
じ
め
、お
よ
そ
１
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

参
加
者
は
、桜
保
護
士
の
指
導
の
下
、ス
コ
ッ
プ
を

片
手
に
一
生
懸
命『
土
肥
桜
』を
植
え
て
い
ま
し
た
。



問合せ／学校教育課☎（83）5470

　
最
近
、突
然
自
宅
な
ど
に
電
話
を

か
け
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
状

況
に
つ
い
て
、「
回
線
契
約
や
プ
ロ
バ

イ
ダ
契
約
は
ど
こ
の
会
社
か
」、「
毎

月
い
く
ら
く
ら
い
の
料
金
を
払
っ
て

い
る
の
か
」な
ど
を
聞
き
、「
今
の
契

約
よ
り
も
安
く
な
る
」な
ど
と
告
げ

て
、プ
ロ
バ
イ
ダ
契
約
の
変
更
を
勧

誘
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
手
口
は
、事
業
者
が
消

費
者
の
パ
ソ
コ
ン
を
遠
隔
操
作
し
て

プ
ロ
バ
イ
ダ
を
変
え
て
し
ま
う
と
い
っ

た
も
の
で
、『
料
金
は
安
く
な
ら
な

い
』、『
不
要
な
オ
プ
シ
ョ
ン
契
約
を
さ

せ
ら
れ
た
』、『
解
約
を
申
し
出
た
ら

高
額
の
違
約
金
を
請
求
さ
れ
た
』と

い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
勧
誘
を
受
け
た
際
に
、

興
味
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
そ
の
旨
を

は
っ
き
り
と
伝
え
ま
し
ょ
う
。興
味
が

あ
る
場
合
は
、き
ち
ん
と
契
約
内
容
の

書
か
れ
た
書
面
の
交
付
を
求
め
ま
し

ょ
う
。い
ず
れ
に
し
て
も
安
易
な
申
し

込
み
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　   

司
法
書
士 

山
田 

茂
樹（
文
と
絵
）

悪
質
商
法
に
関
す
る
問
合
せ
／
　

市
民
課
☎（
７２
）９
８
５
８

安心安全なまち 伊豆市をめざして安心安全なまち 伊豆市をめざして

犯罪に関する
情報・届出・相談は…
問合せ／大仁警察署
☎（76）0110

天
城
萌
短
歌
会

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

め
ざ
せ

め
ざ
せ0

の
ま
ち

0
の
ま
ち

ゼロ

歌
　
壇

『遠隔操作で行なうプロバイダ契約変更の勧誘』

身
近
な
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

　中
学
生
が
良
い
お
手
本
に
！

身
近
な
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

　中
学
生
が
良
い
お
手
本
に
！

身
近
な
お
兄
さ
ん
、お
姉
さ
ん

　中
学
生
が
良
い
お
手
本
に
！

土肥
小学校

中伊豆
中学校

旅
人
の
行
方
た
ず
ね
る
広
報
を
心
に
と
ど
め
我
が
こ
と
の
ご
と
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　大
川

　幸
子
（
市
山
）

流
れ
行
く
雲
消
え
去
り
て
山
上
に
今
年
最
後
の
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　堀
江

　さ
と
（
月
ケ
瀬
）

祭
り
の
日
母
と
作
り
し
田
舎
ず
し
こ
と
し
も
咲
け
る
百
日
紅
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
下

　澄
子
（
佐
野
）

雑
草
を
取
れ
ど
も
取
れ
ど
も
追
い
つ
か
ず
木
陰
に
憩
え
ば
涼
風
や
さ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　山
田

　百
代
（
大
平
柿
木
）

立
侍
月
白
き
く
も
り
に
金
木
犀
ミ
セ
ス
学
級
終
了
記
念
樹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　渡
辺

　登
志
枝
（
持
越
）

夢にきらめけ われら伊豆っ子！夢にきらめけ われら伊豆っ子！

地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
が

　子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む

地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
が

　子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む

地
域
の
皆
さ
ん
の
支
え
が

　子
ど
も
た
ち
を
健
や
か
に
育
む

中
学
生
と
い
う
身
近
な
目
標
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、
努
力
で
き
た
こ
と

も
あ
る
と
思
い
ま
す
。残
念
な
が

ら
本
番
で
は
中
学
生
に
か
な
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、5
年
生
、6
年
生

と
も
に
、力
を
出
し
切
っ
た
満
足
そ

う
な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

　
中
学
生
が
小
学
校
の
運
動
会
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
土
肥
小
の
子

ど
も
た
ち
は
、
た
く
ま
し
く
力
強

い
姿
に
あ
こ
が
れ
た
り
、将
来
の
自

分
の
姿
と
し
て
思
い
描
い
た
り
し

た
と
思
い
ま
す
。中
学
生
も
良
い

と
こ
ろ
を
見
せ
よ
う
と
意
識
し
た

は
ず
で
す
。こ
の
取
り
組
み
が
、
小

学
生
も
中
学
生
も
成
長
す
る
場
に

な
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
中
伊
豆
中
学
校
は
、
多
く
の
地

域
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

支
え
ら
れ
な
が
ら
、
教
育
活
動
を

行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
定
期
的
に
学
校
に
足
を

運
び
、早
朝
か
ら
あ
い
さ
つ
運
動
を

し
て
く
だ
さ
る
『
明
る
い
社
会
づ

く
り
運
動
静
岡
県
連
』
の
皆
さ
ん
、

読
み
聞
か
せ
を
し
て
く
だ
さ
る

『
読
花
使（
よ
み
は
な
し
）』の
皆
さ
ん
、

人
生
の
先
輩
と
し
て
生
活
や
心
の

持
ち
方
を
話
し
て
く
だ
さ
る
『
か

た
り
か
け
』の
お
二
人
な
ど
で
す
。

　
ま
た
、『
マ
メ
ザ
ク
ラ
保
護
協
会
』

の
皆
さ
ん
に
は
、
保
護
活
動
を
通

じ
て
自
然
と
の
共
存
を
体
験
的
に

学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。来
年

3
月
に
は
天
城
山
皮
子
平
へ
3
年

生
が
植
樹
に
行
く
予
定
で
す
。現

在
、
学
校
の
中
庭
で
そ
の
苗
を
栽

培
し
て
い
て
、
大
き
い
も
の
は
人
の

背
丈
ほ
ど
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

校
庭
に
も
何
本
か
植
樹
さ
れ
て
い

ま
す
が
、大
樹
と
な
っ
て
花
を
咲
か

せ
る
の
は
い
つ
で
し
ょ
う
か
。

　
現
役
で
活
躍
す
る
高
校
生
か
ら

話
を
聞
く『
卒
業
生
講
話
』も
生
徒

た
ち
は
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。今

年
は
、
高
校
野
球
で
活
躍
し
た
望

月
天
馬
さ
ん
（
日
大
三
島
高
３
年
）

が
話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
行
事
の
中
に
も
つ
な
が
り
を
意

識
し
た
活
動
が
あ
り
ま
す
。緑
流
祭

体
育
の
部
で
は
、
観
客
の
皆
さ
ん
も

巻
き
込
ん
だ
『
玉
入
れ
』
が
あ
り
ま

す
。競
技
が
始
ま
る
と
、
生
徒
た
ち

が
会
場
に
散
っ
て
参
加
者
を
集
め

ま
す
。人
数
に
関
係
な
く
誰
で
も
参

加
で
き
る
の
で
す
。今
年
は
人
を
多

く
集
め
た
青
組
が
勝
ち
ま
し
た
。

認
も
せ
ず
に
慌
て
て
お
金
を
払
い
、

気
付
い
た
と
き
に
は
後
の
祭
り
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
た

め
に
、
地
域
安
全
推
進
員（
大
仁
防

犯
レ
デ
ィ
ー
ス
）の
皆
さ
ん
が
、
畳
の

縁
を
使
い
「
怪
し
い
話
に
だ
ま
さ
れ

な
い
よ
う
に
」と
願
い
を
込
め
、『
通

帳
入
れ
』を
作
成
し
ま
し
た
。

◆
怪
し
い
話
の
キ
ー
ワ
ー
ド

〇
携
帯
電
話
の
番
号
が
変
わ
っ
た
。

〇
会
社
の
お
金
を
使
い
込
ん
だ
。

〇
風
邪
を
ひ
い
て
声
が
変
。

◆
被
害
防
止
の
３
つ
約
束

①
怪
し
い
話
は
疑
う
。

②
必
ず
本
人
に
確
認
。

③
迷
わ
ず
家
族
や
警
察
に
相
談
。

●
コ
ン
ビ
ニ
で
強
盗
訓
練
を
実
施

　
10
月
初
旬
、
伊
豆
市
内
の
コ
ン
ビ

ニ
で
強
盗
対
処
訓
練
を
行
な
い
ま

し
た
。

　
警
察
官
扮
す
る
犯
人
が
店
舗
内

に
侵
入
し
、現
金
を
要
求
す
る
場
面

で
は
、
迫
真
に
迫
る
演
技
で
強
盗
の

恐
ろ
し
さ
を
身
近
で
感
じ
ま
し
た
。

訓
練
終
了
後
に
は
、犯
人
と
の
対
応

要
領
、
犯
人
の
人
着
確
認
、
警
察
へ

の
1
1
0
番
通
報
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
年
末
に
向
け
、
強
盗
な

ど
凶
悪
犯
が
増
加
す
る
時
期
だ
か

ら
こ
そ
、一
人
一
人
防
犯
意
識
を
高

め
被
害
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

●
あ
な
た
も
街
の
捜
査
官

指
名
手
配
被
疑
者
検
挙
に
ご
協
力
を
！

　
8
月
末
現
在
、
全
国
の
警
察
か
ら

指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
被
疑
者
は
、

約
8
0
0
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。こ
れ

ら
の
被
疑
者
は
、
殺
人
・
強
盗
な
ど

の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、暴
行
・
傷
害
・

窃
盗
・
詐
欺
・
横
領
な
ど
の
事
件
に

関
し
て
指
名
手
配
さ
れ
て
お
り
、
再

び
犯
行
に
及
ぶ
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の

被
疑
者
を
特
定
し
た
上
で
、
11
月
に

総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
な

う
こ
と
と
し
、
早
期
検
挙
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
の
指

名
手
配
被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た

捜
査
活
動
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　『
指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た

人
を
見
掛
け
た
』、『
人
目
を
避
け
た

生
活
を
し
て
い
る
』
と
い
っ
た
情
報

な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
情
報
で
も

結
構
で
す
。迷
わ
ず
警
察
へ
通
報
し

て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
今
年
も
手
作
り
啓
発
品
が
完
成

　
全
国
的
に
社
会
問
題
化
し
て
い

る
『
振
り
込
め
詐
欺
』。誰
も
が
聞
き

慣
れ
て
し
ま
っ
た
言
葉
に
、
危
機
感

が
薄
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
巧
妙
な
手
口
で
親
心
に
付
け
込

ん
で
、
お
金
を
要
求
し
て
く
る
犯
人
。

息
子
や
孫
の
一
大
事
だ
と
思
い
、
確

　
土
肥
小
運
動
会
の
特
色
の
一
つ

に
、
午
後
か
ら
土
肥
中
の
生
徒
が

全
員
参
加
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、
小
中
連
携
の
取

り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、昨
年
か
ら

始
め
ま
し
た
。

　
土
肥
中
の
生
徒
は
、『
応
援
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
』、『
学
級
対
抗
の
大
縄

跳
び
』、『
P
T
A
種
目
へ
の
参
加
』

で
素
晴
ら
し
い
姿
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。ま
た
、
片
付
け
も
進
ん
で

手
伝
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　『
応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
』
で
は
、

は
つ
ら
つ
と
し
た
演
技
や
息
の
合
っ

た
動
き
、
力
強
い
応
援
な
ど
を
披

露
し
ま
し
た
。そ
の
後
に
行
な
っ
た

小
学
生
の
応
援
合
戦
で
は
、
中
学

生
に
触
発
さ
れ
た
の
か
、
団
長
を

は
じ
め
子
ど
も
た
ち
の
声
や
動
作

が
、
練
習
に
比
べ
て
一
段
と
大
き

く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　『
学
級
対
抗
の
大
縄
跳
び
』
で

は
、
中
学
生
に
勝
と
う
と
、
5
年

生
、
6
年
生
が
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。始
め
は
、
1
・
2
回
で
引

っ
か
か
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
声
を
掛
け
合
い
励
ま
し
合
う

中
で
、
回
数
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

▲片付けの手伝いをする土肥中生

▲『かたりかけ』を
される森久さん

▲地域の皆さんと行なう玉入れ

あ
ら
く
さ

ふ
ん
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　お店のメニューのほとんどが
オリジナルです。テレビや雑誌
を参考にするだけでなく、お客
さまからのリクエストからヒント
を得て、新メニューができます。
　開店してから1年半の間で、
4回もメニューを変えました。
　常に向上心を持って、イタリ
アンだけこだわらず、さまざま
なことに挑戦しておいしい料理
を作っていきます。

保育園・幼稚園・こども園の紹介

◆園目標　げんき やるき ゆうきのもてる子
◆重点目標　○心身ともにたくましい子
　　　　　　○素直で思いやりのある子
　　　　　　○自分の思いを表現する子

　　　　　　

橘保育園橘保育園

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

市内には、魅力ある多くのジオサイトが
あります。ここでは、ジオサイトの紹介
や取り組みについてご紹介します。
問合せ／観光交流課☎（72）9911

ジ　　　オジ　　　オ

大地からの贈り物
～ジオだより～

大地からの贈り物
～ジオだより～

　
橘
保
育
園
は
上
白
岩
に
あ
り
、
近
く
に
大
見
川
が
流

れ
、
広
い
園
庭
に
は
大
き
な
ケ
ヤ
キ
の
木
が
そ
び
え
て

い
ま
す
。
３
歳
児
１
人
、
４
歳
児
５
人
、
５
歳
児
７
人

の
計
13
人
が
、
毎
日
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　
少
人
数
な
の
で
、
一
人
一
人

が
毎
日
言
葉
を
交
わ
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
自
然
と
異
年
齢
児

と
の
か
か
わ
り
も
で
き
て
い
る

た
め
、
時
に
は
ぶ
つ
か
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
が
、
み
ん
な
と
て

も
仲
良
し
で
す
。
周
り
に
自
然

が
多
く
あ
り
、
虫
を
捕
ま
え
た

り
、
草
花
を
摘
ん
だ
り
、
四
季
折
々
の
遊
び
も
豊
富

で
す
。
ま
た
、
近
隣
を
散
歩
し
て
、
自
然
の
移
り
変

わ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
も
、
園
内
で
夏
野
菜
の

栽
培
を
し
ま
し
た
。
ト
マ
ト
や

キ
ュ
ウ
リ
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

野
菜
が
採
れ
て
、
家
庭
に
持
ち

帰
っ
た
り
給
食
で
食
べ
た
り
し

ま
し
た
。
特
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

は
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
子
ど

も
た
ち
が
丹
精
込
め
て
育
て
、

と
て
も
立
派
な
実
を
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
中
伊
豆
体
験
農
園

で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
サ
ツ
マ
イ

モ
掘
り
の
体
験
も
し
ま
し
た
。

　
地
域
で
は
、
さ
く
ら
こ
ど
も

園
の
年
長
児
と
の
交
流
会
や
観

劇
な
ど
で
交
流
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
敬

老
会
や
サ
ロ
ン
と
い
っ
た
お
年
寄
り
と
触
れ
合
う
機

会
も
あ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
見
守
っ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
育
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

～ジオを知ろっ♪～
第３回

ジオパーク市民講座
開催のお知らせ

～ジオを知ろっ♪～
第３回

ジオパーク市民講座
開催のお知らせ

とき／11月15日（土）10時～11時30分
ところ／市役所別館2階大会議室
対象／市民または伊豆市に在勤・在学の人
内容／花からひも解くジオパーク
※今回は、始めに火山実験で、その仕組みを学び、次に
　ジオパークの花をメインに講義を行ないます。
講師／山口 康裕 氏（伊豆半島ジオガイド協会理事、環
境省環境カウンセラー、静岡県環境学習コーディネー
ターなど）、伊豆半島ジオガイド中伊豆エリアの皆さん
申込み・問合せ／観光交流課☎（72）9911
※会場の都合上できる限り、前日までに住所、氏名、電

話番号を電話でお知らせください。

この講座は、本年度全５回開催する予定です。
毎回メインの内容が異なるため、前回受講された人もお楽しみいただけます。

まだまだ
続く

市民講座

　本年度3回目を迎えるジオパーク市民講座！
　伊豆半島の成り立ちなど、分かりやすくご紹介しま
す。次のとおりに開催しますので皆さんお誘い合わせ
の上、ご参加ください。

メニューづくりについて

今回は、火山実験も
行ないます！

▲収穫した
トウモロコシを手に！

　
も
と
も
と
、
父
が
伊
東
市
で
い
く
つ
か

飲
食
店
を
経
営
し
て
い
た
た
め
、
ケ
ー
キ

店
で
学
ぶ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
都
心
の
ケ
ー
キ
店
、
焼
き
肉

店
、イ
タ
リ
ア
料
理
店
な
ど
で
修
行
し
、広

い
業
種
の
基
礎
を
学
び
、
そ
の
中
で
も
特

に
好
き
な
イ
タ
リ
ア
料
理
を
主
軸
と
し
た

お
店
を
旧
中
伊
豆
町
で
開
店
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
お
い
し
い
も
の
が
好
き
で
、テ
レ
ビ
や
雑

誌
な
ど
で
気
に
な
る
料
理
が
あ
れ
ば
、
和
、

洋
、
中
を
問
わ
ず
作
り
た
く
な
り
、
常
に
も

っ
と
お
い
し
い
も
の
を
求
め
て
い
ま
す
。

大川 浩一郎 さん大川 浩一郎 さん

キ
ラ
リ
、 

　輝
く
仕
事
人

仕
事
に
か
け
る
思
い

今
後
の
目
標
や
夢

　「
お
い
し
い
！
」
の
一
言
を
も
ら
っ
た
と

き
や
、
２
回
３
回
と
足
を
運
ん
で
い
た
だ

い
た
お
客
さ
ま
の
顔
を
見
た
と
き
に
、
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　
既
存
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中
に
は
、
よ
り
良

く
な
る
よ
う
に
少
し
ず
つ
変
え
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。そ
れ
を
気
付
い
て
も
ら

え
た
と
き
は
最
高
で
す
。

や
り
が
い

43歳 （八幡）43歳 （八幡）【趣味】
ゴルフ

【ストレス解消法】
おいしい料理を開拓すること

　ここでは、市内で頑張って働く人
を紹介します。市内には、ステキな
人がたくさん！意外と知らない仕
事など、どのような思いで仕事に
取り組んでいるのかを紹介します。
問合せ／産業振興課☎（88）4300

    K's kitchen    K's kitchen

Vol.8Vol.8

お お か わ  こ う い ち ろ う

　 　
地
元
の
人
た
ち
か
ら
も
愛
さ
れ
、
遠
く

か
ら
で
も
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
お
客

さ
ま
が
増
え
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　
個
人
経
営
の
飲
食
店
は
厳
し
い
と
い
わ

れ
て
い
る
時
代
で
す
が
、
伊
豆
市
の
皆
さ

ん
の
底
力
を
発
揮
し
て
『
グ
ル
メ
タ
ウ
ン
』

に
す
る
こ
と
が
夢
で
す
。

▲中伊豆体験農園にて ▲ダンゴ虫がいっぱい!

中伊豆小

六仙の里

文

中伊豆中

至伊東

至修善寺

市役所
中伊豆支所 文

中伊豆
ふれあい
プラザ

（八幡187-1）
K’s kitchen

県
道
12
号

2014. 1121 2014. 11 20



2014. 1123 2014. 11 22

お知らせ

お
知
ら
せ

狙
わ
れ
て
い
ま
す
！
大
切
な
農
業
用
機
械

　

８
月
中
旬
に
県
東
部
地
区
で
、
ト
ラ
ク
タ

ー
や
シ
ョ
ベ
ル
ロ
ー
ダ
ー
な
ど
が
盗
難
被
害

を
受
け
て
い
ま
す
。
大
切
な
農
機
具
を
守
る

た
め
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

〇
絶
対
に
野
外
放
置
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

〇
保
管
倉
庫
に
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う
。

〇
強
固
な
チ
ェ
ー
ン
、
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク

を
使
い
ま
し
ょ
う
。

〇
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
は
機
械
と
は
別
の
場
所

で
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
／
農
林
水
産
課
☎
（
72
）
９
８
９
２

12
月
４
日
～
10
日
『
第
66
回
人
権
週
間
』

　

国
際
連
合
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
12
月
10
日
を
人
権
デ
ー
と
定
め
る

と
と
も
に
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
こ
れ
を

記
念
す
る
行
事
を
実
施
す
る
よ
う
呼
び
掛

け
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採

択
さ
れ
た
12
月
10
日
の
人
権
デ
ー
を
最
終

日
と
す
る
１
週
間
を
人
権
週
間
と
定
め
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓

発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
人
権
週
間
に
合
わ
せ
て
車
両

で
の
広
報
活
動
と
中
伊
豆
支
所
、
土
肥
支

所
で
人
権
相
談
（
９
時
～
12
時
）
を
開
催

し
ま
す
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
２

11
月
12
日
～
25
日
『
女
性
に
対
す
る
暴

力
を
な
く
す
運
動
』
期
間

　

パ
ー
ト
ナ
ー
と
一
緒
に
過
ご
し
て
い
る

と
き
に
、
怖
い
と
感
じ
た
り
緊
張
し
た
り
し

て
い
ま
せ
ん
か
？
暴
力
に
は
、『
な
ぐ
る
』、

『
物
を
投
げ
つ
け
る
』、『
無
視
す
る
』、『
性

行
為
を
強
要
す
る
』、『
避
妊
に
協
力
し
な

い
』
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

相
手
と
の
関
係
を
「
つ
ら
い
」、「
何
か
お

か
し
い
」
と
感
じ
て
い
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
す
る
こ
と
で
、
解

決
方
法
が
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

相
談
窓
口
・
問
合
せ
／
Ｄ
Ｖ
相
談
ナ
ビ

☎
０
５
７
０
―
０
―
５
５
２
１
０

こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
７
０

年
末
年
始
の
清
掃
施
設
臨
時
営
業
・

ご
み
の
臨
時
収
集
に
つ
い
て

伊
豆
市
清
掃
セ
ン
タ
ー
／
12
月
29
日
（
月
）

８
時
30
分
～
12
時　

13
時
～
15
時

土
肥
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
／
12
月
29
日

（
月
）
８
時
30
分
～
11
時
30
分　

13
時
～
15
時

土
肥
戸
田
衛
生
セ
ン
タ
ー
／

12
月
29
日
（
月
）・
30
日
（
火
）、
平
成
27
年

１
月
３
日
（
土
）
８
時
30
分
～
11
時
30
分

燃
や
せ
る
ご
み
の
臨
時
収
集
／

〇
修
善
寺
地
区
…
12
月
29
日
（
月
）

〇
天
城
湯
ケ
島
・
中
伊
豆
・
土
肥
地
区
…

　

12
月
30
日
（
火
）

そ
の
他
／
年
始
は
、
１
月
５
日
（
月
）
か

ら
通
常
収
集
、
通
常
営
業
と
な
り
ま
す
。

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
（
72
）
０
１
６
３

母
子
寡
婦
福
祉
資
金
制
度

　

静
岡
県
で
は
、
高
校
や
大
学
、
専
門
学

校
な
ど
の
入
学
、
修
学
が
経
済
的
に
困
難

な
母
子
家
庭
に
、
授
業
料
や
教
材
費
な
ど

に
か
か
る
就
学
資
金
、
入
学
に
際
し
直
接

必
要
と
す
る
就
学
の
た
め
の
支
度
金
の
貸

し
付
け
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
の
時
期
な
ど
に
よ
り
、
貸
し

付
け
内
容
の
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
資
金
に
つ
い
て
／
就
学
資
金
、
就
学

支
度
資
金
の
貸
付
金
額
は
、
お
子
さ
ん
の

就
学
先
に
よ
っ
て
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
。

※
就
学
資
金
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す
。

書
類
配
布
／
11
月
17
日
（
月
）
～

申
込
期
限
／
12
月
26
日
（
金
）

面
接
日
／
平
成
27
年
１
月
（
予
定
）

問
合
せ
／

東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
こ
ど
も
家
庭
課

☎
０
５
５
（
９
２
０
）
２
０
８
０

こ
ど
も
課
☎
（
72
）
９
８
６
４

『
要
介
護
高
齢
者
等
介
護
者
手
当
』
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　

市
で
は
、
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
や

認
知
症
高
齢
者
を
介
護
す
る
家
族
に
、
経

済
的
支
援
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

認
定
基
準
日
／
平
成
26
年
10
月
１
日

対
象
／
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
、
65

歳
以
上
の
人
と
同
居
し
介
護
し
て
い
る
人

○
基
準
日
前
１
年
間
以
上
継
続
し
て
要
介

護
４
以
上
に
該
当
し
て
い
る
人
、
ま
た

は
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
が
要

介
護
４
以
上
に
相
当
す
る
人

○
基
準
日
前
１
年
間
に
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
て
い
な
い
人
（
１
週
間
程
度

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
は
除
く
）

○
基
準
日
前
１
年
間
に
病
院
、
診
療
所
な

ど
に
３
カ
月
以
上
入
院
し
て
い
な
い
人

○
特
別
障
害
者
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
人

○
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
人

手
当
額
／
１
人
に
つ
き
12
万
円

申
請
期
間
／
12
月
１
日
（
月
）
～
26
日
（
金
）

問
合
せ
／
長
寿
介
護
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利
用
券
を

ご
利
用
の
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
、
障
が
い
者
や
高
齢
者
の
生
活

範
囲
の
拡
大
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
タ
ク
シ
ー
お
よ
び
バ
ス

の
利
用
料
金
の
助
成
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
福
祉
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
利

用
券
を
利
用
で
き
る
事
業
所
が
新
た
に
追

加
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

タ
ク
シ
ー
／

〇
（
株
）
風
（
函
南
町
）

　

☎
０
５
５
（
９
７
８
）
１
３
７
８

介
護
タ
ク
シ
ー
／

〇
奏
で
る
伊
豆
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
♪

　
（
伊
豆
の
国
市
）

　

☎
０
１
２
０
（
２
９
４
）
９
２
３

〇
介
護
タ
ク
シ
ー
Ｓ
Ｏ
Ｒ
Ａ
（
沼
津
市
）

☎
０
５
５
（
９
３
３
）
１
１
２
３

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

　
　
　

／
長
寿
介
護
課
☎
（
72
）
９
８
６
０

税務課からのお知らせ

軽自動車税が変わります

A.   バイク、ミニカー、小型特殊車両をお持ちの人

　原動機付自転車（ミニカー含む）、軽二
輪車・二輪小型自動車などのバイク、フォー
クリフトや農耕作業用のトラクターなどの
小型特殊自動車については、平成 27 年度
から右表のとおり税額が変更されます。

　自動車税と軽自動車税との均衡を保つことなどを目的とした、平成 26 年
度の地方税法の一部改正により、平成 27 年度から原動機付自転車や軽自動
車などの軽自動車税が変わります。ここでは、変更される税額などをお知ら
せします。　　　　　　　　　　　　　　 問合せ／税務課☎（72）9854

B． 『初度検査年月』が平成 27 年 4 月以降の軽自動車を購入する人

　三輪以上の軽自動車で、車検証に記載されている『初度検
査年月』が平成 27 年 4 月以降の車両は、平成 28 年度以
降に右表のとおり課税されます。
　 た だし、 平 成 27 年
4 月 1日に登 録された
車 両に限り平成 27 年
度から改正税額で課税
されます。

C． 『初度検査年月』が平成 14 年以前の軽自動車をお持ちの人

　三輪以上の軽自動車で、車検証に記載されている
『初度検査年月』から13 年以上経過している車両は、
環境への負荷を考慮し、平成 28 年度から右表のと
おり税額が変更されます。
※新税額が適用される平成 28 年度は、『初度検査年

月』が平成 14 年以前の車両が対象となります。

D． A ～ C 以外の車両をお持ちの人

　お持ちの車両が A ～ C のいずれにも該当しない場合、軽自動車税の税額
に変更はありません。ただし、上記 C に記載したとおり『初年度検査年月』
から13 年が経過した年度から税額が変更されます。

車種（排気量など）

第一種原付（50cc 以下）

第二種乙原付（51cc ～ 90cc）

第二種甲原付（91cc ～125cc）

軽二輪車（250cc 以下）

二輪小型自動車（251cc ～）

小型特殊自動車（農耕用）

小型特殊自動車（その他）

ミニカー（50cc 以下）

税額（変更前）

2,000 円（1,000 円）

2,000 円（1,200 円）

2,400 円（1,600 円）

3,600 円（2,400 円）

6,000 円（4,000 円）

2,400 円（1,600 円）

5,900 円（4,700 円）

3,700 円（2,500 円）

車種（排気量など）

軽三輪（50cc 以下）

四輪乗用（自家用）

四輪乗用（営業用）

四輪貨物（自家用）

四輪貨物（営業用）

税額

  3,900 円

10,800 円

  6,900 円

  5,000 円

  3,800 円

車種（排気量など）

軽三輪

四輪乗用（自家用）

四輪乗用（営業用）

四輪貨物（自家用）

四輪貨物（営業用）

税額（変更前）

  4,600 円（3,100 円）

12,900 円（7,200 円）

  8,200 円（5,500 円）

  6,000 円（4,000 円）

  4,500 円（3,000 円）
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お知らせ★市役所へのお問い合わせは、原則 8 時 30 分から17 時 15 分までとなります（土日・祝日・年末年始を除く）。

～
健
康
と 

思
う
今
こ
そ 

が
ん
検
診
～

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

現
在
実
施
し
て
い
る
子
宮
頸
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
は
、
検
診
車
に
よ
る
巡
回
検
診

が
11
月
ま
で
、
委
託
医
療
機
関
に
よ
る
個

別
検
診
が
12
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
期
限
近
く
に
な
る
と
込
み
合
い
ま

す
の
で
、
早
め
に
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

無
症
状
の
う
ち
に
が
ん
検
診
を
受
診
し
た

人
で
は
、
が
ん
が
早
期
に
発
見
さ
れ
る
可
能

性
が
高
く
、
そ
の
段
階
で
適
切
な
治
療
を
す

れ
ば
、
良
好
な
経
過
が
期
待
で
き
ま
す
。

対
象
／
今
年
5
月
末
に
送
付
し
て
あ
る

『
お
と
な
の
検
診
カ
ー
ド
』
に
て
、
子
宮
頸

が
ん
ま
た
は
乳
が
ん
検
診
の
受
診
資
格
が
、

『
〇
今
年
度
偶
数
年
齢
を
迎
え
る
人
』
ま
た

は
『
□
今
年
度
21
歳
・
41
歳
を
迎
え
る
人
』

※
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
送
ら
れ
て
い

る
人
は
、
受
診
資
格
が
『
★
』
で
も
該

当
の
検
診
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
の
他
／
委
託
医
療
機
関
に
よ
る
個
別
検

診
は
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。
詳
細
は
、

『
検
診
ま
る
わ
か
り
ガ
イ
ド
』
Ｐ
16
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

市
指
定
ご
み
袋
・
ご
み
処
理
券
の

販
売
店
が
追
加
さ
れ
ま
し
た	

〇
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
修
善
寺
駅
北
口
店	

　
（
柏
久
保
１
２
９
８
）

問
合
せ
／
環
境
衛
生
課
☎
（
72
）
９
８
５
７

	

11
月
は
『
計
量
強
調
月
間
』

～
暮
ら
し
を
支
え
る
正
し
い
計
量
～

　

正
確
な
計
量
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
基

本
で
す
。
身
の
回
り
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な

計
量
器
が
正
確
に
作
動
し
、
正
し
く
使
わ

れ
る
よ
う
『
計
量
法
』
で
計
量
の
基
準
を

定
め
、
適
正
な
計
量
の
実
施
の
確
保
を
図

っ
て
い
ま
す
。

食
料
品
の
内
容
量
と
風ふ

う
た
い袋
／

商
品
の
内
容
量
＝
商
品
全
体
の
重
さ
―
風
袋

※
食
料
品
の
内
容
量
に
は
、風
袋
（
ト
レ
イ
、

ラ
ッ
プ
、
経き

ょ
う
ぎ木

、
ワ
サ
ビ
、
タ
レ
な
ど
）

は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

は
か
り
の
定
期
検
査
／
取
引
や
証
明
に
使

用
す
る
は
か
り
は
、
２
年
に
１
回
の
定
期

検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
対
象

と
な
る
お
店
は
、
食
料
品
店
、
宅
配
便
取

扱
店
、
薬
局
な
ど
で
す
。

※
市
で
は
、
平
成
26
年
６
月
に
実
施
し
ま

し
た
。
次
回
は
平
成
28
年
５
・
６
月
で
す
。

問
合
せ
／
静
岡
県
計
量
検
定
所

☎
０
５
４
（
２
７
８
）
８
３
１
１

産
業
振
興
課
☎
（
88
）
４
３
０
０

第
64
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

小
・
中
学
生
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
結
果

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
次
代
を
担
う
全

国
の
小
・
中
学
生
が
犯
罪
、
非
行
に
関
し
て

考
え
た
こ
と
な
ど
を
作
文
に
書
く
こ
と
で
、

『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
の
倍
の
１
１
８
点
の

応
募
が
あ
り
、
市
で
は
次
の
６
点
を
県
推

進
委
員
会
に
推
薦
し
ま
し
た
。

推
薦
作
品
／

〇
『
あ
い
さ
つ
を
考
え
る
』

　

平
田 

奈
央
さ
ん
（
修
善
寺
小
６
年
）

〇
『
い
じ
め
が
な
く
な
っ
た
ら
い
い
な
』

　

井
村 

綾
音
さ
ん
（
熊
坂
小
６
年
）

〇
『
犯
罪
・
非
行
の
な
い
社
会
を
願
っ
て
』

　

西
條 

真
実
さ
ん
（
土
肥
小
６
年
）

〇
『
思
い
や
り
の
意
味
』

　

雲 

璃
海
さ
ん
（
天
城
中
１
年
）

〇
『
小
さ
な
非
行
が
大
き
な
犯
罪
へ
』

　

立
石 

悠
真
さ
ん
（
修
善
寺
中
２
年
）

〇
『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』

　

中
村 

莉
里
花
さ
ん
（
修
善
寺
中
３
年
）

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

税
務
課
臨
時
職
員
募
集

業
務
内
容
／
確
定
申
告
な
ど
の
事
務
補
助

雇
用
期
間
／
平
成
27
年
１
月
22
日
（
木
）

～
３
月
31
日
（
火
）

勤
務
時
間
／
８
時
30
分
～
16
時
30
分

（
昼
休
み
11
時
30
分
～
12
時
30
分
）

雇
用
人
数
／
３
人
程
度

賃
金
／
時
給
８
３
０
円
（
通
勤
手
当
支
給
）

採
用
条
件
／
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
、

市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

応
募
方
法
／
11
月
20
日
（
木
）
ま
で
に
、

履
歴
書
を
税
務
課
へ
提
出
（
郵
送
可
）

問
合
せ
／
税
務
課
☎
（
72
）
９
８
５
４

技
術
伝
承
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業
の

企
画
提
案
を
募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
優
れ
た
技
術
を
持
つ
市
内
の

企
業
な
ど
が
、
失
業
者
に
そ
の
技
術
を
伝

承
す
る
こ
と
で
、
後
継
者
候
補
を
育
成
し
、

地
域
産
業
の
継
続
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
『
技
術
伝
承
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
事
業
』

の
企
画
提
案
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

事
業
概
要
／
市
か
ら
企
業
な
ど
へ
の
委

託
事
業
と
し
て
、
失
業
者
１
人
当
た
り

５
０
０
万
円
以
内
で
１
年
間
分
の
人
件
費
と

研
修
費
な
ど
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

応
募
期
限
／
11
月
11
日
（
火
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
産
業
振
興
課
☎
（
88
）
４
３
０
０

伊
豆
市
結
婚
相
談
の
会

一
日
相
談
会
の
ご
案
内
（
参
加
無
料
）

　

伊
豆
市
結
婚
相
談
の
会
で
は
、
奇
数
月

の
第
２
土
曜
日
（
13
時
～
15
時
）
と
、
偶

数
月
の
第
２
金
曜
日
（
18
時
～
20
時
）
に

相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
相
談
ブ
ー
ス
を
多
く
設
け
、『
結

婚
』
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
る
『
一
日
相

談
会
』
を
開
催
し

ま
す
。
相
談
員
が

親
切
に
対
応
し
ま

す
の
で
、
結
婚
を

希
望
す
る
本
人

ま
た
は
ご
家
族
は
、

ご
都
合
の
良
い
時

間
に
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
22
日
（
土
）
９
時
～
15
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

対
象
・
持
ち
物
／
20
歳
以
上
の
未
婚
の
人
、

ま
た
は
そ
の
ご
家
族

〇
来
場
者
の
本
人
確
認
書
類

　
（
免
許
証
、
保
険
証
な
ど
）

〇
結
婚
希
望
者
の
写
真
（
Ｌ
判
）

〇
結
婚
希
望
者
の
免
許
証
な
ど
の
写
し

　
（
家
族
が
相
談
に
来
る
場
合
）

そ
の
他
／
当
日
会
場
で
相
談
カ
ー
ド
を
記

入
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
カ
ー
ド
を
基
に

お
話
を
伺
い
ま
す
。

問
合
せ
／
市
民
課
☎
（
72
）
９
８
５
８

『
発
達
障
害
』
に
つ
い
て
の
講
演
会

　

伊
豆
市
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会

で
は
、
発
達
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
講
演
会
『
発
達
障
害
へ

の
理
解
と
支
援
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

静
岡
大
学
教
育
学
部
の
香
野
毅
先
生
に

分
か
り
や
す
く
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
11
日
（
火
）
14
時
～
16
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

そ
の
他
／
申
し
込
み
不
要
で
す
。
当
日
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
福
祉
課
☎
（
72
）
９
８
６
３

市
民
健
康
講
座
（
参
加
無
料
）

　

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
、
い
つ
ま
で
も

生
き
生
き
と
健
康
生
活
を
送
る
た
め
の
健
康

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
健
診
で
要
注
意
と
言

わ
れ
た
人
、
治
療
中
の
人
な
ど
、
お
誘
い
合

わ
せ
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

講
座
は
全
４
回
で
す
が
、
毎
回
テ
ー
マ

と
講
師
が
異
な
り
ま
す
。
お
好
き
な
講
座

を
選
ん
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

各
講
座
概
要
／

■
第
１
回
（
11
月
21
日
（
金
））

内
容
／
講
義
『
高
血
圧
と
動
脈
硬
化
・
減

塩
の
ス
ス
メ
』

講
師
／
紀
平 

幸
一 

氏
（
紀
平
ク
リ
ニ
ッ
ク

院
長
）、
西
島 

あ
け
み 

氏
（
静
岡
県
栄
養

士
会
管
理
栄
養
士
）

■
第
２
回
（
12
月
10
日
（
水
））

内
容
／
講
義
『
た
か
が
糖
尿
!?
さ
れ
ど
糖
尿
』

講
師
／
村
田 

大
一
郎 

氏
（
村
田
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
院
長
）、
西
島 

あ
け
み 

氏
（
静
岡

県
栄
養
士
会
管
理
栄
養
士
）

■
第
３
回
（
平
成
27
年
１
月
16
日
（
金
））

内
容
／
運
動
実
践
『
体
組
成
測
定
』、『
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
運
動
実
践
』

講
師
／
沼
部 

早
紀
子 

氏
（
日
本
サ
イ
ク
ル

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
健
康
運
動
指
導
士
）　

■
第
４
回
（
平
成
27
年
１
月
22
日
（
木
））	

内
容
／
講
義
『
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ

ー
ム
と
が
ん
…
意
外
な
関
係
』

講
師
／
佐
藤 

文
彦 

氏
（
順
天
堂
静
岡
病
院

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
科
長
）、
西
島 

あ

け
み 

氏
（
静
岡
県
栄
養
士
会
管
理
栄
養
士
）

※
会
場
は
、
い
ず
れ
も
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

と
な
り
ま
す
。

※
開
催
時
間
は
、
い
ず
れ
も
13
時
15
分
～

15
時
30
分
と
な
り
ま
す
。

参
加
特
典
／
伊
豆
市
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
の

ボ
ー
ナ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

そ
の
他
／
各
講
座
の
前
日
ま
で
に
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
健
康
増
進
課
☎
（
72
）
９
８
６
１

２
０
１
４

伊
豆
市
子
ど
も
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

伊
豆
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
委
員
会

で
は
、
読
書
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し

ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
本
に
関
係
し

た
お
祭
り
で
、
誰
で
も
、
ど
の
時
間
か
ら

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

と
き
／
11
月
30
日
（
日
）
10
時
～
15
時

（
昼
休
み
12
時
～
13
時
）

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
語
り
、
紙
芝
居
、
大
型
し
か
け
絵

本
読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
し
お

り
作
成
、
高
校
生
に
よ
る
本
の
紹
介
な
ど

問
合
せ
／

修
善
寺
図
書
館
☎
（
72
）
９
８
６
８

紅
茶
の
淹い

れ
方
講
座

　

紅
茶
の
種
類
、
適
温
で
の
淹
れ
方
、
飲

み
方
な
ど
を
お
教
え
し
ま
す
。

と
き
／
12
月
５
日
（
金
）

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
紅
茶
の
淹
れ
方
や
種
類
に
つ
い
て

講
師
／
澤
木 

ま
す
み 

氏

対
象
／
市
民
20
人
程
度

参
加
費
／
５
０
０
円

申
込
み
／
11
月
28
日
（
金
）
ま
で
に
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

押
し
花
教
室
in
修
善
寺
（
参
加
無
料
）

　

押
し
花
を
使
っ
て
自
分
だ
け
の
し
お
り

と
は
が
き
を
作
り
ま
す
。

と
き
／
11
月
11
日
（
火
）
13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

内
容
／
押
し
花
を
使
っ
た
、
し
お
り
・
は

が
き
作
り

講
師
／
杉
本 

妃
呂
子 

氏

対
象
／
市
民
15
人
程
度

申
込
み
／
11
月
７
日
（
金
）
ま
で
に
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

募

　
　集

【有効期限はこのシールで確認!】

広報 10 月号訂正
のお知らせ

　P17『第 11 回伊豆 市民 文化
祭開催』展示部門の記述に誤り
がありました。ご迷惑をお掛け
して、申し訳ございませんでした。

【正】
○修善寺地区（児童）
とき／ 11月 8 日（土）・9 日（日）
9 時～16 時
問合せ／社会教育課
☎（83）5478

イ
ベ
ン
ト
・
教
室

　この場合は、平成 26 年１月
に検査を受け、次回は平成 28
年１月までに受けなくてはならな
いということを表しています。



エ
ミ
リ
ア
ー
ノ
・
ブ
ラ
ー
ズ
ィ

コ
ン
サ
ー
ト
in
伊
豆

　

イ
タ
リ
ア
で
数
々
の
オ
ペ
ラ
や
コ
ン
サ

ー
ト
に
出
演
し
て
き
た
歌
手
エ
ミ
リ
ア
ー

ノ
・
ブ
ラ
ー
ズ
ィ
氏
を
、
伊
豆
市
に
招
き

公
演
を
行
な
い
ま
す
。

　

歴
史
に
残
る
名
曲
や
映
画
音
楽
な
ど
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
本
格
的
な
美
声
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
24
日
（
月
・
祝
）

開
場
14
時
30
分　

開
演
15
時

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

出
演
／

〇
エ
ミ
リ
ア
ー
ノ
・
ブ
ラ
ー
ズ
ィ 

氏

　
（
ヘ
ル
デ
ン
テ
ナ
ー
）

〇
大
平 

達
也 

氏
（
ピ
ア
ノ
）

曲
目
（
予
定
）
／

ヴ
ェ
ー
ゼ
ン
ド
ン
ク
歌
曲
集
（
ワ
ー
グ
ナ

ー
）、
歌
劇
『
ラ
イ
ン
の
黄
金
』
か
ら
ア
リ

ア
、
歌
劇
『
ヴ
ァ
ー
ル
キ
ュ
ー
レ
』
か
ら

ア
リ
ア
、『
オ
ム
ブ
ラ
・
マ
イ
・
フ
』
な
ど

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
（
ヘ
ン
デ
ル
ほ
か
）、
映
画

『
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
パ
ラ
ダ
イ
ス
』
ほ
か

入
場
料
／
５
０
０
円
（
市
民
以
外
は
千
円
）

定
員
／
先
着
１
０
０
人
程
度

申
込
み
／
11
月
19
日
（
水
）
ま
で
に
、
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
整
理
券
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
当
日
ご
持
参
の
上
、

入
場
料
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
６

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
は
、

ス
キ
ー
の
ス
ト
ッ
ク
の
よ
う
な
形
を
し
た

専
用
ポ
ー
ル
を
手
に
持
ち
、
上
半
身
の
筋

肉
を
使
っ
た
簡
単
な
歩
行
運
動
で
す
。

　

全
身
の
筋
肉
を
使
う
の
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
が
多
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
ひ
ざ
や

腰
へ
の
負
担
も
少
な
く
、
誰
で
も
気
軽
に

で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
15
日
（
土
）

８
時
30
分
受
け
付
け　

９
時
ス
タ
ー
ト

と
こ
ろ
／
狩
野
川
記
念
公
園

コ
ー
ス
／
狩
野
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド

定
員
／
定
員
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ポ
ー
ル

の
貸
し
出
し
は
先
着
29
人
と
な
り
ま
す
。

持
ち
物
／
運
動
靴
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、

タ
オ
ル
な
ど

申
込
み
／
前
日
ま
で
に
、
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

狩
野
ド
ー
ム
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

■
初
心
者
講
習
会
（
要
申
し
込
み
）

　

講
習
を
受
け
た
人
に
『
利
用
者
証
』
を
発

行
。
次
回
か
ら
１
０
０
円
で
利
用
で
き
ま
す
。

と
き
／
11
月
17
日
（
月
）
19
時
～
20
時

対
象
・
定
員
／
高
校
生
以
上
・
先
着
20
人

受
講
料
／
５
０
０
円

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
服
装

申
込
み
・
問
合
せ
／
狩
野
ド
ー
ム

☎
（
87
）
１
６
１
１

■
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
習

　

（
申
し
込
み
不
要
）

　

自
分
に
合
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー

で
、
理
想
の
体
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き
／
11
月
25
日
（
火
）
15
時
～
18
時

対
象
／
初
心
者
講
習
を
受
講
し
た
人

受
講
料
／
無
料
（
施
設
利
用
料
は
有
料
）

持
ち
物
／
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル
、

筆
記
用
具
、
運
動
の
で
き
る
服
装

内
容
／
機
器
の
説
明
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
の
相
談

問
合
せ
／
社
会
教
育
課
☎
（
83
）
５
４
７
７

平
成
26
年
度
国
公
立
幼
稚
園
ウ
イ
ー
ク

幼
稚
園･

こ
ど
も
園
公
開
保
育

　

幼
稚
園
・
こ
ど
も
園
で
は
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
園
の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
園
く
だ
さ
い
。

と
き
／
11
月
12
日
（
水
）
～
14
日
（
金
）

９
時
～
16
時
（
保
育
は
14
時
ま
で
）

と
こ
ろ
／
市
内
公
立
幼
稚
園
・
こ
ど
も
園

※
お
近
く
の
園
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
／

○
『
園
庭
開
放
』
や
『
子
育
て
相
談
』
も

同
日
開
催
し
ま
す
。

○
こ
ど
も
園
『
あ
ゆ
の
さ
と
』
で
も
同
日

公
開
保
育
を
行
な
い
ま
す
。

問
合
せ
／
詳
細
は
、
各
園
ま
で

あ
ゆ
の
さ
と
☎
（
72
）
１
７
４
０

土
肥
こ
ど
も
園
☎
（
98
）
０
２
２
８

狩
野
幼
稚
園
☎
（
87
）
０
８
０
０

湯
ケ
島
幼
稚
園
☎
（
85
）
０
４
０
６

さ
く
ら
こ
ど
も
園
☎
（
83
）
０
１
３
２

伊
豆
市
未
来
づ
く
り
セ
ッ
シ
ョ
ン

『
全
体
セ
ッ
シ
ョ
ン
』

　

市
で
は
、
市
制
10
周
年
を
機
に
、
市
民

と
一
緒
に
伊
豆
市
の
向
か
う
べ
き
方
向
を

議
論
し
、『
10
年
後
の
伊
豆
市
の
あ
る
べ
き

姿
』
を
考
え
な
が
ら
、
目
標
を
共
有
し
て

い
く
た
め
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
会
議
）
を
６

月
か
ら
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、『
持
続
可
能
な
財
政
フ
レ
ー

ム
と
成
長
戦
略
』
と
、『
次
代
を
担
う
人
づ

く
り
』
と
い
う
２
つ
の
テ
ー
マ
で
個
別
に

議
論
い
た
だ
い
た
内
容
を
踏
ま
え
、
11
月

は
最
後
の
ま
と
め
と
な
る
全
体
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
形
式
で

開
催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。
多

く
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
き
／
11
月
16
日
（
日
）
13
時
30
分
～

と
こ
ろ
／
生
き
い
き
プ
ラ
ザ

テ
ー
マ
／

『
10
年
後
の
伊
豆
市
の
あ
る
べ
き
姿
』

内
容
／
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

り
、『
10
年
後
の
伊
豆
市
の
あ
る
べ
き
姿
』

に
つ
い
て
意
見
を
ま
と
め
る
。

パ
ネ
ラ
ー
／

〇
大
坪 

壇 

氏
（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
（
静
岡
産
業
大
学
総
合
研
究
所
所
長
）

〇
久
保
田 

力 

氏
（
相
模
女
子
大
学
教
授
）

〇
飯
倉 

清
太 

氏

　
（
静
岡
県
地
域
づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

〇
長
谷
川 

卓 

氏
（
伊
豆
市
観
光
協
会
）

〇
金
刺 

厚
史 

氏
（
伊
豆
市
商
工
会
）

問
合
せ
／
政
策
推
進
課
☎
（
72
）
９
８
７
３

編
集
後
記

　
秋
め
い
た
季
節
と
な
り
ま
し
た
。『
○

○
の
秋
』
の
一
つ
に
『
読
書
の
秋
』
が
あ

り
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
伊
豆
市
が
舞

台
の
小
説
を
読
ん
で
み
る
の
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。『
し
ろ
ば
ん
ば
』
や
『
伊
豆
の

踊
子
』
は
有
名
で
す
が
、
意
外
な
と
こ
ろ

で
は
、
名
探
偵
・
金
田
一
耕
助
も
『
女
王

蜂
』
と
い
う
作
品
で
、
伊
豆
市
を
舞
台
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。
事
件
の
発
端
は
、
修

善
寺
温
泉
街
の
ホ
テ
ル
な
の
で
、
修
善
寺

温
泉
街
を
走
り
ま
わ
る
金
田
一
耕
助
を
ぜ

ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

郷
土
資
料
館
だ
よ
り
⑳

さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　

善
願
上
人
は
、
加
藤
景
廉
の
孫
に
あ

た
り
、
文
永
２
年
（
１
２
６
５
）
に

加
藤
五
郎
を
父
と
し
て
備
州
に
生
ま

れ
、
弘
安
３
年
（
１
２
８
０
）
に
16
歳

で
鎌
倉
の
極
楽
寺
初
代
長
老
忍
性
に
つ

い
て
出
家
し
ま
し
た
。
諱
を
順
忍
と
称

し
、
51
歳
で
極
楽
寺
第
三
代
長
老
と
な

り
、
嘉
暦
元
年
（
１
３
２
６
）
62
歳
で

没
し
て
い
ま
す
。
牧
之
郷
駅
近
く
の
線

路
沿
い
に
あ
る
加
藤
景
廉
一
族
の
五
輪

塔
６
基
の
う
ち
の
一
つ
は
、
こ
の
善
願

上
人
の
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

開
館
時
間
／

９
時
～
16
時
（
毎
週
木
曜
日
休
館
）

入
館
料
／
大
人
３
０
０
円
、
小
中
高
生

１
５
０
円
（
県
内
小
学
生
無
料
）

問
合
せ
／
修
善
寺
郷
土
資
料
館

☎
（
72
）
１
９
３
４

　

今
月
は
、
常
設
展
示
と
し
て
郷
土
資

料
を
中
心
に
公
開
し
ま
す
。
修
善
寺
周

辺
で
出
土
し
た
縄
文
時
代
の
出
土
品

（
石
器
・
土
器
な
ど
）
か
ら
５
世
紀
ご

ろ
の
白
銅
製
の
神
獣
鏡
（
伊
豆
市
指
定

文
化
財
）
、
江
戸
時
代
の
瓜
生
野
金
山

の
絵
巻
や
使
用
さ
れ
た
道
具
、
修
善
寺

紙
関
係
で
は
御
用
紙
製
造
の
独
占
権

を
与
え
ら
れ
た
徳
川
家
康
壺
型
黒
印
状
、

そ
の
ほ
か
修
善
寺
温
泉
資
料
や
、
災
害

資
料
と
し
て
狩
野
川
台
風
写
真
資
料
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

　

当
館
は
『
キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
静
岡
』
の
参
加
館
と
し
て
、
県
内

小
学
生
は
パ
ス
ポ
ー
ト
提
示
で
無
料
入

館
で
き
、
ま
た
楽
し
く
見
学
し
て
も
ら

う
た
め
『
ク
イ
ズ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
』
を

常
時
行
な
っ
て
い
ま
す
。

★
今
月
の
こ
の
一
点
！

県
指
定
文
化
財
『
善
願
上
人
舎
利
瓶
』

銅
製
14
世
紀 

飯
田 

裕
彦 

氏
（
牧
之
郷
）
蔵

　

高
さ
約
12
・
４
㎝
、
口
径
約
５
㎝
の
銅

製
の
円
筒
形
の
蔵
骨
器
で
、
筒
側
面
に
は

『
極
楽
寺 

第
三
代
長
老 

善
願
上
人
舎
利

瓶
記
』
と
題
し
た
上
人
の
履
歴
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
舎
利
瓶
は
江
戸
時
代
の

天
明
５
年
（
１
７
８
５
）
、
牧
之
郷
寺
中

（
金
剛
寺
と
い
う
大
寺
院
の
跡
）
の
大
楠

の
傍
ら
に
あ
っ
た
古
石
塔
の
下
か
ら
発
見

今月の表紙

　今月の表紙は、しゃくなげ保
育園の交通教室の様子です。
　園児は、交通安全指導員から、
絵本を使って、場所に応じた安
全な道路の歩き方や横断歩道
の渡り方を学んでいました。
　そして、教室にある道路に見
立てたコースで、横断歩道の
渡り方を実践。園児は、しっか
りと左右や前後の確認をして
渡っていました。

伊豆市の人口
（平成26年10月1日現在）

　　男：15,832人（－12）

　　女：17,264人（－6）

　　計：33,096人（－18）

世帯数：13,463世帯（5）

※（　）内は前月比

伊豆市制施行 10 周年
今月の冠事業のご紹介

秋はイベントが盛りだくさん！
冠事業も盛りだくさん !!
今月もいつものスペースを飛び出し、
Ｐ15 や『みんなの掲示板』などに
掲載されています。
ぜひお出掛けくださいネ♪

西

▲『舎利瓶』（写真左）と『刻銘』（写真右）

2014. 1127 2014. 11 26
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＊健康増進課＊

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

3 歳児健診でむし歯が
ゼロだったお子さんを紹介します。

＊健康増進課＊

食育
 ひとくち
食育
 ひとくち

毎月19日は
食育の日memomemo

…伊豆市食育推進会議…

試してクッキング！試してクッキング！

メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会メニュー提供／伊豆市健康づくり食生活推進協議会

＊これからの季節にゴボウを使って＊

材　料　（４人分）　 作　り　方

①ゴボウは泥を落とし、ささがきに
して皮をきれいにする。酢水を
入れたボールに、ゴボウを入れ
てあくを抜き、ザルにあげる。

②ニンジンは千切り、葉ネギは小口
切りにし、ショウガはすりおろす。

③イワシは頭と内臓、皮、骨を取り
除き、すり鉢でする（フードプロ
セッサーを活用しても良い）。

④③に卵、酒、塩、小麦粉を加えて
よく混ぜ、さらに①②を加えて
混ぜ合わせる。

⑤油を少し手に塗り、④を8等分に
して、平らにまとめ、150℃の油
で5分程度揚げ、さらに150～
160℃に温度を上げてきつね色
にカリッと揚げる。

◆ゴボウ…………1本１６０ｇ
◆酢……………………少々
◆ニンジン……………４０ｇ
◆葉ネギ………………2本
◆イワシ………………3尾
（頭、内臓、骨を除いて約２００ｇ）
◆卵…………………1/2個
◆酒………………小さじ２
◆塩……………小さじ1/4
◆小麦粉…………大さじ2
◆油……………………適量
◆ショウガ……………適量

※イワシは、アジでも代用で
　きます。

～わたしの伊豆ベジ地満コンテスト～
　　　　　（野菜を使った料理コンテスト）
～わたしの伊豆ベジ地満コンテスト～
　　　　　（野菜を使った料理コンテスト）

ゴボウとイワシのさつま揚げゴボウとイワシのさつま揚げ

４人分
栄養価

◇エネルギー…464kcal　◇タンパク質…21.1g
◇脂質…29.2g  ◇食塩…0.6g

　市では、毎年『わたしの伊豆ベジ地満コンテスト』を開催してい
ます。私は1次審査に食育推進会議副会長として参加しました。野
菜を使った手軽な料理が多くとても悩みましたが、何とか最終審査
の作品を選ぶことができました。高校生や20代の応募もあり、うれ
しく思いました。食育推進委員として、これからも野菜摂取を呼び
掛けたいと思います。　伊豆市食育推進会議　福室 洋子（湯ケ島）

広報いずは、
古紙パルプ配合の再生紙を使用しています。

杉山 奏介ちゃん

　  すぎやま そうすけ

（牧之郷）

河内 朱里ちゃん     かわうち あかり　　　

（柏久保
）

神戸 弦太郎ちゃん
　かんべ　げんたろう　　　

（梅木）

勝呂 晴太ちゃん

   　すぐろ    はるた　

（土肥）

山田 乃愛ちゃん
       や

まだ　のあ　　　

（柏久保）

岩嵜 杏ちゃん

　    いわざき あん　　

（柏久保）

瀬尾 優大ちゃん

       せお　ゆうだい　　

（八木沢）

篠原 めいちゃん

      しのはら　　　

（湯ケ島）

山口 遥加ちゃん

　  やまぐち　はるか

（土肥）

菅田 旺生ちゃん       すがた  おう　　

（柏久保
）

2014. 11 28



★広報発行時点での予定ですので、変更になる場合があります。
★そのほか、詳細は『広報いず』をご参照ください。

人あったか 　まちいきいき　自然つやつや　伊豆市

日　曜　日 月　曜　日 火　曜　日 水　曜　日 木　曜　日 金　曜　日 土　曜　日

広報カレンダー

と り 出 し て お 使 い く だ さ いと り 出 し て お 使 い く だ さ い

2014／H26
● 発行／伊豆市

広 報 カ レ ン ダ ー 広報カレンダー

       1 　　　  2　  　　3  4 5 6 

    7             8             9           10            11          12　 13 

  14   15           16  　　  17 　 　  18          19           20         

  21          22           23           24　　   25 　   　26　       27

  28          29           30           31

●市民課・税務課窓口延長
  (本庁）
●修善寺図書館開館延長

●２歳・2.6歳児健診
（生きいきプラザ）
●フッ化物塗布
（生きいきプラザ）

●健康相談（乳幼児・おとな）
（生きいきプラザ）

●健康相談（乳幼児）
(中伊豆ふれあいプラザ)

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●年金相談（要予約）
（生きいきプラザ）
●3歳児健診
（生きいきプラザ）

●離乳食教室
（生きいきプラザ）

●しずおか県市町対抗駅伝競
走大会（静岡市内）

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

●図書館休館●図書館休館

●健康相談（乳幼児）
（土肥保健センター）

天皇誕生日

●市民課・税務課窓口延長
（本庁）
●修善寺図書館開館延長

月12

●国民健康保険税、後期高齢者保険料……………………   1日
●市営住宅・駐車料金、保育料……………………  1日・25日
●固定資産税、介護保険料、幼稚園授業料・給食費…… 25日
●修善寺地区上下水道料金、土肥地区温泉料金……… … 25日

今月の
納期限

施設
休館日

● 市役所 … 土・日・祝日
● 修善寺郷土資料館 … 木曜日
● 中伊豆歴史民俗資料館…水・木曜日

● 中伊豆室内温水プール … 月曜日
● 天城温泉プール ………… 火曜日

● 清掃センター … 土（11時～）・日・祝日
● 図 書 館 … 月曜日・第4金曜日
● 虹 の 郷 … 2日（火）・9日（火）・15日（月）・16日（火）・17日（水）・18日（木）・19日（金）

● イズシカ問屋 … 火・金曜日
● 湯 の 国 会 館 … 水曜日



図書館でお話会
※図書館で手遊びや絵本の読み聞かせなどをします。

申込不要・時間まで
にお集まりください。

広報カレンダー

行政相談（要予約）
行政への苦情や要望、問合せなどを聞き、解決を図ります。
とき／18日（火）13時～16時
ところ／生きいきプラザ・天城保健センター
予約・問合せ／市民相談室☎（72）9858
中伊豆支所☎（83）1111 天城湯ヶ島支所☎（85）1111
土肥支所☎（98）1111

障害者福祉者相談会
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／24日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259
社会福祉課☎（72）9863

無料法律相談（要予約）
相続・離婚・交通事故などの相談に顧問弁護士が応じます。
とき／10日（水）8時30分～10時10分
24日（水）10時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858

人権相談（要予約）
家庭内や地域での困りごと、不当な差別やいじめなどの相談
に応じます。※どの地区の人でもご相談できます。
とき／9日（火）9時～12時　
ところ／土肥支所、中伊豆支所
予約・問合せ／社会福祉課☎（72）9862

各
種
相
談

各
種
相
談

職業相談（予約不要）
ハローワーク三島が伊豆市と共同運営する職業相談窓口です。
とき／平日8時30分～17時
ところ／伊豆市地域職業相談室（柏久保）
問合せ／伊豆市地域職業相談室☎（74）3075

行政相談（要予約）
国の行政に関する苦情や要望、問い合わせなどを聴き、解決
を図ります。
とき／9日(火）9時～12時
ところ／生きいきプラザ
予約・問合せ／市民課☎（72）9858

障害者福祉相談会（予約不要）
障害者相談支援事業所の相談員が悩みに応じます。
とき／22日（月）13時30分～15時30分
ところ／生きいきプラザ
相談・問合せ／社会福祉課☎（72）9863
障害者生活支援センターなかいずリハ☎（83）2195
在宅障害者サポートセンターふがく☎0550（87）0259

消費者相談（随時受け付け）
悪質商法被害など消費生活に関する相談に応じます。
とき・ところ／平日9時～16時・市民課  ※木曜日は消費生活
相談員駐在（月・金曜日は伊豆の国市にも駐在・対応可）。
問合せ／市民課☎（72）9858

結婚相談（予約不要）
結婚に関する相談に親身になって応じます。
とき／12日（金）18時～20時　ところ／生きいきプラザ
問合せ／市民課☎（72）9858

※緊急の場合は１１９

12月
休日当番医

 7日 紀平クリニック（柏久保）☎（72）5521　 
 14日 今野医院（八幡）☎（75）7050 
 21日 エムオーエー奥熱海クリニック（伊豆の国市浮橋）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ☎（79）1100 
 23日 すずき耳鼻咽喉科小児科（柏久保）☎（72）0902 
 28日 中島病院（松ケ瀬）☎（87）0333
 30日 伊豆保健医療センター（伊豆の国市田京）☎（76）0111 
 31日 伊豆慶友病院（月ケ瀬）☎（85）1701

★日曜日のお話会(修善寺)3歳以上
　毎週日曜日15時30分～16時
★小さい子とお母さんのためのお話会(修善寺)0～3歳
　  3日・17日(水)10時30分～11時
★おはなしタイム（中伊豆）幼児・児童
　13日・27日(土)10時30分～11時　　
★おはなしタイム Baby♪（中伊豆）乳幼児
　11日・25日(木)10時30分～10時50分
★おはなしかい(天城)4歳～小学生低学年
　20日(土)14時～14時30分
★うりぼうおはなしかい(天城)0歳～3歳
　 11日(木)10時30分～10時50分
★おはなしの会（土肥）小学生以下
　13日(土)10時30分～11時

　保育園・こども園の園庭開放や子育て支援事業を実施し
ています。お子さんとぜひお越しください。 
時間／９時３０分～１１時３０分 ※土日祝日は除きます。
※『のびのび広場』・『すいすい』は９時～１５時、
　『ちびっこサロンわらぼ』は9時30分～14時30分です。
　

※行事などによりお休みする場合がありま
　すので、ご了承ください。

 園庭開放 　　実施日
 修善寺東保育園 　毎週火曜日
 熊坂保育園 　毎週火曜日
 橘保育園 　毎週月曜日

　　　 　子育て支援事業　　　　　　　実施日
のびのび広場（修善寺保育園） 毎週月～金曜日
わんぱく広場（生きいきプラザ） 月（不定期）・毎週金曜日
すいすい（こども園あゆのさと）  毎週月～金曜日
にこにこフロア（土肥支所） 毎週月～金曜日
のびのびくらぶ（湯ケ島幼稚園） 毎週月～金曜日
ちびっこサロンわらぼ（原保保育園） 毎週月～金曜日

遊びに
きてね！遊びに
きてね！

毎月25日は毎月25日は

毎月19日は毎月19日は 食育の日食育の日食育の日
地産地消の日地産地消の日地産地消の日
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1日～4月20日　ワンちゃん同伴入園／修善寺虹の郷
7日　とい山海フェア／松原公園
14日　伊豆サンタマラソン／日本サイクルスポーツセンター

14日　天城みのり祭り／天城会館
20日～23日　クリスマス夜間開園／修善寺虹の郷
21日　修禅寺弘法市／修禅寺
22日　星まつり／奥の院
２０日～23日　季多楽地産地消フェア／大見の郷『季多楽』

24日　恋人たちのクリスマスイベント／恋人岬
下旬　幸福地蔵祭およびお焚き上げ式／恋人岬

【花の見ごろ】
上旬～2月上旬　アロエ／八木沢大久保地区ほか
　　　　　問合せ／伊豆市観光案内所☎（99）9501

　　　　　　　　　　　【写真】昨年の『とい山海フェア』の様子
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